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日本古生物学会会則 (1983, 1 , 22 改訂)

本会は日本古生物学会という.
本会は古生物学およびこれに関係ある諸学科の進歩および普及を計るのを目的とする .

1 ‘ 会誌そのほかの出版物の発行. 2 学術講演会の開催. 3. 普及のための採集会 ・ 講演会そのほ
かの開催. 4 研究の援助 ・ 奨励および研究業績ならびに会務に対する功労の表彰その他第 2 条の目

的達成に資すること .

本会の 目的を達するため総会の議を経て本会に各種の研究委員会を置くことができる .

本会は古生物学およびこれに関係ある諸学科に興味を持つ会員で組織する .
会員を分けて普通会員 ・ 特別会員 ・ 賛助会員および名誉会員とする .
普通会員は所定の入会申込書を提出した者につき評議員会の議によ っ て定める .

特別会員は本会に 10 年以上会員であり古生物学について業績のあるもので， 特別会員 5 名の推薦の

あったものにつき評議員会の議によって定める .

賛助会員は第 2 条の目的を賛助する法人ーで評議員会の推薦による .

名誉会員は古生物学について顕著な功績のある者につき評議員会が推薦し，総会の決議によって定め

る .

会員は第 12 条に定められた会費を納めなければならない. 会員は会誌の配布を受け第 3 条に規定した

事業に参加することができる .

会費の金額は総会に計って定める . 会費は普通会員年 7 ， 000 円，特別会員年 8 ， 500 円 ， 賛助会員年 1

口 15 ， 000 円以上とする . 名誉会員は会費納入の義務がない.在外の会員は年 8 ， 500 円(または等価の
U. S. ドル)とする .

本会の経費は会費 ・ 寄付金 ・ 補助金などによる .

会費を 1 ヶ年以上滞納 した者および本会の名誉を汚す行為のあった者は，評議員会の殺を経て除名す
ることができる .

本会の役員は会長 1 名，評議員 15 名， および常務委員若干名とする . 任期は総て 2 年とし再選を妨げ

ない. 評議員は特別会員の中から会員の通信選挙によ っ て選出される .

会長の委嘱により本会に幹事および書記若干名を置くことができる .

常務委員会は評議員会において互選された者で構成される . 但し会務上必要とする場合は， 特別会員
の中から常務委員若干名を評議員会の議を経て加えることができる .

会長は特別会員の中から評議員会において選出され，本会を代表し会務を管理する .
会長に事故ある場合は会長が臨時代理を委嘱する .

本会には名誉会長を置くことができる . 名誉会長は評議員会が推薦し総会の決議によって定める. 名
誉会長は評議員会に参加することができる .

本会は毎年 l 固定例総会を聞く . その議長には会長が当た り 本会運営の基本方針を決定する .
総会の議案は評議員が決定する .

会長は必要があると認める時は臨時総会を召集する.総会は会員の十分の一以上の出席をもって成立
する . 会長は会員の三分の一以上の者から会議の目的たる事項および召集の理由を記載した書面を
もって総会召集の請求を受けた場合は臨時総会を召集する .

総会民出席しない会員は他の出席会員にその議決権の行使を委任することができる . 但し， 欠席会員
の議決権の代行は 1 人 1 名に限る .
総会の議決は多数決に よ り ， 可否同数の時は議長がこれを決める .

会長および評議員は評議員会を組織し， 総会の決議による基本方針に従い運営要項を審議決定する .
常務委員は常務委員会を組織し評議員会の決議に基づいて会務を執行する .

会計監査 1 名をおく . 監査は評議員会において評議員および幹事をのぞく特別会員の中から選出され
る. 任期は 2 年とし再選を妨げない.

本会の会計年度は毎年 1 月 1 日 に始まり 12 月 31 日に終る .

本会会則を変更するに は総会に付議し， その出席会員の三分の二以上の同意を得なければならない.

1) 評議員会の議決は無記名投票による .
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北海道北部上部白E系オソウシナイ層産

Apiotrigonia (Apiotrigonia) hetonaiana Tashiro について*

松 田 矢口
同

子*本

Occurrence of Apiot均o仰 (A抑均o仰) hetonaiana 

Tashiro from the Upper Cretaceous Osoushinai 

Formation of north Hokkaido* 

Tomoko Matsuda** 

Abstract Eight well-preserved trigoniid specimens were offered to the author by Messrs. T. 

Takahashi and K. Sanada who are fossil fanciers in Hokkaido. They occurred from the Osoushinai 

Formation of the upper Yezo Group in northern Hokkaido in association with Inoceramus schmidti, 
and are safely identified with A仰trigoni・'a (Apiot噌onia) hetonaiana Tashiro. Since the Osoushinai is 

considered to be of late Lower Campanian age, this occurrence indicates an earlier appearance of A. 
(sふ)helonaiana than the holotype from the Hakobuchi Group and the paratype from the Chinomigawa 

Formation of southern Hokkaido. This species was probably derived from A. (s.s.) cr.ωsorad;勿ta

within the Inoceramus schmidti Zone (upper Lower Campanian). 

1.はじめに

最近，北海道の化石採集家高橋武美・真田健次両
氏により採集された上部エゾ層群産の保存良好な三

角貝標本が，松本達郎九州大学名誉教授を経て，著
者のもとへとどけらEれた.

この三角貝は Apiotrigonia (Apiotr留on勿) heto. 

naiana Tashiro (1978) に同定される.本種は北海道
南部の富内地域の函淵層群と浦河地域の乳呑川層か

ら報告されていた.今回のオソウシナイ層の標本は，

のべ 8 個あるが，そのうち 4 個はおそらく 2 個の合

弁個体の両穀と思われる.非常に保存が良く，殻の

形態がくわしく観察されるので，その産出の意義と

Apiotrigonia (sふ) hetonaiana の詳細な特徴と種間

関係について吟味し，ここに報告する.

本論で検討した標本のうち KSG.T 001-KSG.T 

004 は高橋氏の所蔵であり，他の標本は高知大学に

保管されている.

2. 謝辞
本研究を進めるにあたり，まず貴重な標本を提供

いただいた北海道の高橋武美・真田健次両氏に感謝

する.九州大学松本達郎名誉教授には化石産地に関

• 1984年 1 月日本古生物学会1984年年会(紗京都大学)
において講演

“ 北九州市若松区童子丸 2 -12-232 新姓:音部

する層位学的な御助言と多大の励ましの言葉をいた

だいた.高知大学の田代正之教授には，数多くの御

助言をたまわり，同大学所蔵の三角員の模式標本を

使用させていただいた.ここに厚く感謝の意を表す.

3. Apiotrigonia (s.s.) hetonaiana の新産地

今回 Apiot噌on勿 (sふ) hetonaiana が採集された

地点は，天塩川支流のアベシナイ川沿いの崖で，佐

久の南方約 7km にある(図 1) • 

ここは， Matsumoto (1942) の上部エゾ層群I1Ie
層にあたり，地質調査所発行の 5万分の l の地質図

では，上部エゾ層群上部のオソウシナイ層とされて

いる.また，松本(私信による)によると，本地点か

らは三角員とともに Inoceramus schmidti が知られ

ており，指示される時代は upper Lower Camｭ

panian (松本ら， 1985) である.

4. 標本の特徴
この属としては大型，外形は横長の卵型で，エリ

ア (area) が後方へ突き出す.殻頂 (umbo) は殻の前

端より 3 分の l の位置にあり，上部へやや突き出す

がほとんど内曲していない.殻頂よりやや後方で殻

のほぽ中央部が最も膨らみが強い.

殻表の装飾は，肋頂が丸く，低い約15本の後傾斜

肋が後部にあり，後方から約 6 本までの肋は腹縁ま
で続くが，他の肋は短く，特に穀頂付近の数本の肋
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図 1 APiotrigonia (Aρiotrigon必) hetonaia仰 Tashiro の化石産出地点.

宮内地域，浦河地域からも Tashiro (1978) により報告されてい奇・

TU剛 ~NIAC1AN I SANTO州N I CAMPA~IAN ..1 MAASTR~CHTIA 
A. (s.s.! mika田ensis

A. (5.5.) undulosa 

A. (5.5.) minor 

A. (5.5.) crassoradiafa 

A.(s.sjhefonaiana 

A.(s.sl ufoensis 

A.(s.s.) obsolefa _ _ __ 

A.(s.s.) dubia 

図 2 APiotrigonia 亜属の進化系統推定図.
田代・松田 (1983) による本邦上部白亜系の三角員とその推定系統図を一部修正.
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は短く，弱い.中央部にある 4 ， 5 本の後傾斜肋は
短いが，他の肋よりも太く強い同心円状のうねりと
交わり，いぽ状になるものもある.殻表の前部には
成長線の他に殻高の半分よりも上方に10----18本の直
線状の細かい水平に近い前傾斜肋がある.その下半
部の腹縁側には，平滑で成長線のみがみられる.
楯面 (escutcheon) は，わずかに凹み，細かい約20

本の同心円肋がある.

殻頂付近のエリアには，楯面から続く細かい肋が
あるが，後方では成長線のみでその他の装飾はない.

エリアの中央部にある溝 (median groove) は穀表で

は弱いが，内側では強く突出し，その合穀の断面は
背縁側が小さな瓢箪型を示す.
後方のカリナ (posterior carina) は，殻頂付近では

鋭く，後腹縁に向かい弱まる.この部分には装飾は
ない.

殻の内側には前縁部に 15----16個の刻みがあり，背
縁部には約15個，後腹縁部には大まかな 5 ， 6 個の
いずれも表面の肋と関連した刻みがある.

筋痕 (adductor scars) は前部より後部の方がやや
大きし単純な套線を持つ.前方の筋痕部には歯か
ら続く，強く太い支柱 (buttress) がある.

歯板には，左右それぞれ 3 本の歯があり，DouviIl� 
の歯式 (Cox， 1969) に従えば，右には大きな 3a と 3b

があり，約90・の角度で聞いている .3a の外側には小
さな 5a がある.左殻には中央に大きい三角形をし

た 2 があり，その両側に 4a と 4b がある .4a と 4b は
約120・の角度で聞いている.

殻の内側には，乳白色に輝く真珠層がある.

5. 比較

北海道南部，富内地方の函淵層群(lnoceramus
shikotanensis Zone)の holotypeに比べオソウシナ

イ層の Apiot噌o仰 (Apiot噌onia) hetonaiana は，

やや小型で殻表後方の後傾斜肋が太く，数が少ない

むしろ，北海道南部，浦河地方の乳呑J11 (lnoceramus 

schmidti Zone のすぐ上位)産の paratype の方が殻

表の後傾斜肋が太く，数も少ない点でオソウシナイ

層産の標本と一致している.

A. (s.s.) hetona切~a は本邦の Campanian に産す

る A. (s.s.) crassorad必ta Nakano (1957) と外形・大

きさ・殻表の後傾斜肋の形状が類似している.特に

今回の標本は後傾斜肋の数が holotype よりも少な
く太い点で A. (s.s.) cr.ωsoradiata に似ているが， A. 
(sふ) crassorad:必ta の殻表前方にある水平に近い前

傾斜肋は本種に比べて強く，明瞭で，数も多く，殻
表前半部の全面にみられる

富内地方の A. (sふ) hetonaiana は Tashiro(1978) 
により定義される以前には， Nagao and Otatume 

3 

(1938) により Tri旨on必 minor Yabe et Nagao に同

定され， Hayami (1975) により APiotrigonia (sふ)
minor (Yabe et Nagao) としてリストされた様に，

A. (s.s.) minor と外形や殻表の後傾斜肋がよく似て

いる . A. (s.s.) minor には殻表前部の前面に多くの

水平に近い前傾斜肋があり，本種よりも小さしエ
リアには 2 種類(水平に近い肋と傾斜している肋)の

肋による装飾がある点で区別できる.なお， A. (s.s.) 

minor は本邦の Upper Coniacian-Santonian に知
られる.

殻が大きいJ点、で本種に類似するものに，中部北海
道の白亜系産の Heterotrigonia (Heterot噌抑制
subovalゐ(Jimbo) (Nakano, 1957) がある . H. (sふ)

subovalおの殻表後部の後傾斜肋は殻表全体の半分

以上に出現し，殻頂の下にまで発達している.また，

エリアには不明瞭な細かい放射肋があり，本種とは

違っている.なお， H.(sふ) suboval.たの生存期聞は
ほぼ， Cenomanian-Turonian に限られている(田

代・松田， 1983). 

表 l 標本の計illiJ値(単位はmm) • 
(LV: 左殻， RV: 右殻)

Specimen Length Height Thickness 

KSG. T. 001 (RV) 46.5 30.5 12.0 
KSG.T. 002 (LV) 45.0 31.0 12.0 
KSG.T. 003 (RV) 42.0 2泡.5 13.5 
KSG.T. 004 (LV) 43.0 30.0 12.5 
KSG.M. 001 (L V) 44.5 2渇.0 10.0 
KSG.M. 002 (RV)・ 44.5 2渇.0 10.0 
KSG.M. 003 (LV) 52.0十

KSG.M. 004 (RV) 38.0 32.5 12.0 

6. 議論
Tashiro (1978) により報告されている Apiotri­

gonia (Apiot勾抑制 hetonaianà の産地は，函淵層

群では Inoceramus shikotanensis Zone (Lower 

Maastrichtian) で，乳呑川では Inoceramus schmiｭ

dti Zone (Middle Campanian) のすぐ上位である.

前述のように，オソウシナイ層の産地点、はよ schmi­
dti Zone なので，今までのなかでは最も古い地層か

らの産出ということになる.

また ， Apiot得on勿 (Apiot1なon勿) crassoradiata 

と本種は，おそらく同一系列上にあると考えられた

(Tashiro, 1978). オソウシナイ層産の A_ (sふ) heto・

naiana は明らかに本種の holotype よりもさらに

A. (sふ) crassoradiata に近い形質が残されている.

その事は Tashiro の推定を支持する.また， A_(sふ)
crassoradiata はこれまで北海道富肉の商澗屑磁の
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下部層 (lnoceramω orientalis orientalis)， 同佐久北

方の上部エゾ層群(岡村真氏採集，よ schmidti

Zone ?)，愛媛県松山の和泉層群基底部(よ schmidti
Zone よりも下位)，熊本県天草郡大江の姫の浦層群

上部亜層群(よ sachalinens伝と同一産地)，鹿児島県

甑島の姫の浦層群上部亜層群(よ orientalis orienｭ
talis Zone よりも上位)などから知られている (Ta­

shiro, 1979) ので， A_ (s_s.) crassoradiata の生存範囲

はよ orientalis orientalis Zone (Lower Campanian) 

から，九州や四国ではよ schmidti Zone に及ぶ可能

性もある (Tashiro， 1979). 

従って A. (s.s.) crassorad必ta と A. (s.s.) hetonaiｭ

ana はよ schmidti Zone を境に同一系列内で推移し
たと思われる.

なお ， A. (sふ) hetonaiana の生存期間はほぼ

upper Middle Campanian・Lower Maastrichtian と

考える事ができる.

7. おわりに

北海道北部の上部エゾ層群上部のオソウシナイ層

から採集された A戸ot勾o仰 (Aμ'otrigo仰) h仰­

nazana は非常に保存が良く，殻の形態が詳しく観察

される.

これらの標本は Lower Campanian に特徴的な

A. (s.s.) crassorad;協によく似ていて， A. (s.s.) 

hetonaiana が A. (sふ) cn側oradiata から推移した

と考えられる形質を holotype よりも一層よく残し

ている.このことは，この化石層が同所的に産する

Inoceramus schmidti から推定して upper Lower 
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Campanian と考えられるので，本標本が従来報告さ

れている A. (s.s.) hetonaiana のなかで最も古いと

みられることと符合して興味深い.
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図版 1 

Apiot噌om・'a (Apiot均onia) hetonaiana Taめiro
1 :左殻 (KSG. T. 002), X 1. 1. 産地;佐久南方，オソウシナイ層
2 :向上，内側
3 :向上，上方からみたもの
4 :左殻， holotype (KE 2776), X 1. 1. 産地:富内地域，函淵層
5 :右殻 (KSG. T. 001), X 1. 1. 産地;オソウシナイ層
6 :向上，内側
7 :向上，上方からみたもの， X 1.3 

8 :右殻 (KSG. T. 003), X 1. 2. 産地:向上
9 :左殻 (KSG. M. 001), X 1. 2，内側.産地:向上
10 :合殻 (KSG. T. 003, 004), X 1. 2. 産地:向上
11: 左殻 (KSG. T. 004), X 1. 2. 産地:向上
12 :向上，内側
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[寸言]全12巻およびガイドブックとともにセッ

トでないと購入できないのが不便.化石関連のも

のとしては，ほかにも 第 2 巻地球とその進化

(奈須紀幸・小林学共編入第 3 巻生物の生態・

進化と人間(沼田真・小林弘共編)，第 9 巻 自

然観の基礎と変遷(下沢隆・高橋景ー・村上陽一

郎共編)がある.
渡部景隆編著:日本の天然記念物 6 地質・鉱物.

地図・索引.A4 判， 230p. ，講談社， 1984年，セッ

ト定価 29，800円.

[主要内容] 地質・鉱物の指定(渡部景隆)/天然
記念物目録/特別記事目録/河食/海食/風化・

風食/氷河遺跡/石灰岩地形/隆起・沈降・地震

/断層・摺曲・特異な地形/火山/溶岩洞穴・溶

岩樹型/地下水・湧泉/温泉現象/化石漣痕/化

石/岩石・鉱物/岩脈/節理/天然記念物を考え

る(加藤陸奥雄)/指定基準(抄録)/天然記念物所

在地地図/都道府県別天然記念物目録.

[寸言]全 6 巻でないと買えないのが残念.全部
カラー

プラックマン， A.C. (羽田節子・新妻昭夫訳) :ダー

ウィンに消された男. B 6 判， 369p. ，朝日新聞

社， 1984年， 2，500円.

[主要内容]微妙な調整(ダーウィンとウォレス)
/緑の地獄(アマゾンとマレー諸島の探険)/貧乏

学者(ウォーレスとその時代)/資料(テルナテ論

文一要約)/関係年表/著者取材ノート.

[寸言] 進化論の誕生にまつわる内幕話.
ジェレミー・リフキン(竹内均訳) :エントロピーの

法則 11 21世紀文明の生存原理. B6判， 260p., 
祥伝社， 1983年， 1 ，400円.
[主要内容] rエントロピーの法則」と日本/遺

伝子工学時代の新世界観/自然観・生命観に潜む

問題点/r進化論」はなぜ真理とされたか/つい

に破局を迎えたダーウィニズム/21世紀文明の生

存原理/ r生命創造」への挑戦.
シンプソン， G.G. (長谷川善和監修・原田俊治訳)

馬と進化. B6判， 365p.，どうぶつ社， 1979年，

3 ，200円.

[主要内容]

スミス，].L.B.(梶谷善久訳) :生きた化石 シーラ

カンス発見物語.B6 判， 240p. ，恒和出版， 1981 

年， 1，500円.

[主要内容]舞台装置は整った/3億年にわたる

世代/シンデレラのように/小説よりも奇にして

/ジーキルとハイド/深海に隠れていたのではな

い/悪魔にとりつかれて/ダンノッター号上の苦

悩/彼自身の羊のこと/開始と中断/首相に話さ

ねばならない/ダコタ機で突進/ザオージのドラ

マ/空高く雲の中へ/マラン首相とマラニア/終

わりよければすべてよし.

守矢勝己:世界最大の恐竜展.

175周年記念.A4 判， 56p. , 
年.
[主要内容]恐竜以前の世界(古生代)グ恐竜の
時代(中生代) :恐竜の出現(三畳紀)/史上最大の

恐竜発掘(アフリカのジュラ紀)/魚竜と始祖鳥

(ヨーロッパのジュラ紀)/白亜紀グ恐竜以後の世

界(新生代). 
[寸言]昭和59年 7 月 7 日 '"'-'10月 14日まで新宿駅
南口イベント広場の特設パピリオンで開催された

恐竜展(読売新聞社・日本対外文化協会の共催)の

図録.

ヒサ クニヒコ:恐竜博函館.新潮文庫， 223p. ，新

潮社， 1984年， 480円.

[主要内容]化石と恐竜/生物としての恐竜/進
化と形態/新しい恐竜のイメージ/それぞれの恐

竜たち/大絶滅.
[寸言]著者は漫画家なので，平易な文章のほか

に各頁カラーのきれいな絵を使っている.新説を

とり入れよく整理している.終わりに長谷川善和

氏による解説がある.

小畠郁生編著:自然史と生物分類.現代総合科学教

育大系ソフィア21 別巻1. A 4 判， 344p. ，講談

社， 1984年.
[主要内容] 自然史とは何か/古生物の分類/動
物の分類/植物の分類/生物分類表/植物分類表

/動物分類表.

フンボルト大学創立

読売新聞社， 1984 

現生馬/馬の系統/馬と進化.
• Some popular books on paleontology (9) 

•• Ikuwo Obata 国立科学博物館地学研究部
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青森県尻屋層群の放散虫年代

篤*

Radiolarian age of the Shiriya Group in Aomori Prefecture, 
northeast ]apan 

岡松

Atsushi Matsuoka* 

Abstract FossiI evidence of radiolarians reveals the age of the Shiriya Group (olistostrome facies) in 

the North Kitakami Belt (s. 1.). Some olistoliths of chert are Early Jurassic and Middle.Late Jurassic 

in age. A tuffaceous mudstone sample contains the following radiolarians; Pantanellium lanceola 

(Parona), Parvicingula boesii (Parona), Pseudodic.かomitra sp. cf. P. car�atica (Lozyniak) and others. 

The association of the radiolarians indicates that the examined sample is late Tithonian.earliest 

Cretaceous in age. It is not c1ear whether the tuffaceous mudstone represents a matrix of the 

olistostrome or it is also an olistolith itself within the olistostrome. It is certain, however, that the 
formation of the olistostrome continued during late Tithonian-earliest Cretaceous or later in the North 

Kitakami Belt (s. 1.) 
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はじめに

北部北上山地には，砕屑岩，チャート，石灰岩な

どからなる中生層が広く分布する.この中生層分布

地域は，北方延長に当たる西南北海道と共に一つの

地質区を形成し，広義に北部北上帯(図 1 )と呼ばれ

ている.この地帯はさらに数地帯に細分され，その

うちの 1 地帯に対し北部北上帯という名称が与えら

れることもある(吉田， 1968) が，本論では広義にも

ちいる.最近の北部北上帯の研究(例えば，箕浦，

1983; JII村ほか， 1986) により，同帯にはオリストス

トローム層(メランジェ)が広く分布することが明ら

かになった.オリストストローム層の基質をなす泥

質岩の年代を明らかにすることは，その形成年代を

知る上で重要である.これまで，北部北上帯の石灰

岩，チャートなど外来岩塊と考えられる岩体からは，
多くの地点より石炭紀からジュラ紀新世にわたる年

代を示す種々の化石が報告されている.一方，砕屑

岩からの化石として，ジュラ紀中世から白亜紀初頭

を示す放散虫の産出が報告されている(竹谷・箕浦，

1984 ;田近ほか， 1984; 石賀・石山， 1985など)が，

詳細はまだ明らかではない.今回，青森県下北半島

尻屋地域(図 1 )の尻屋層群のチャート，砕屑岩より

放散虫化石が得られたので報告する.特に砕屑岩か

らの放散虫群集は，北部北上帯におけるオリストス
トローム層からの産出化石のうちで，最も若い年代

図 l 調査地域の位置図. TTL: 棚倉構造線.
Fig. 1 Index map of the study area. TTL: Tanakura 
Tectonic Line. -日本学術振興会特別研究員(東京大学理学部)



FOSSILS 42 (1987) 8 

e
-・

0
0

Shiriyazaki 

0 
・... .... -0 
qJ 

Q. 

3仁ヨ2~盟1 仁二コo 1 陥1

'----'-ーーー・4

図 2 尻屋層群の分布を示す図.対馬・滝沢(1977) にもとづく.

1 尻屋層群， 2 :尻屋層群の石灰岩岩体， 3 試料採取地点.
Fig. 2 Map showing distribution of the Shiriya Group. After Tsushima and Takizawa (1977). 
1: Shir匂a Group, 2 : limestone block of the Shiriya Group, 3 : sampling point. 
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を示すものである.

地質概説

尻屋層群(対馬・滝沢， 1977) は，下北半島の北東
端，尻屋崎周辺に分布する.本層は，泥質基質中に
種々の大きさの石灰岩，チャート，緑色岩類，砂岩

などのプロックを含むオリストストローム層を主体

とする.岩相の記載は対馬・滝沢(1977) ，珍保・岩
松(1986) に詳しい.層理面の一般走向は，北西一南
東ないし北北西一南南東であり，層理面は南西へ40・
から 60・傾斜する.また本層には，スレートへき聞が

発達し，その走向は一般に北西一南東で，南西へ
40~60・傾斜する(胎保・岩松， 1986). 

これまで本層の石灰岩からは，鳥巣動物群に含ま

れるサンゴや層孔虫などの化石(小貫， 1959; Muraｭ

ta , 1962; 村田， 1974) が報告され，それらはジュラ

紀新世を示すとされている.また，本層のチャート

からはトリアス紀新世のコノドント(豊原ほか，

1980) および放散虫(妙保・岩松， 1986) の産出が報告

されている.

放散虫化石および尻屋層群の年代

試料採取地点および化石の産出地点などを図 2 に
示す.放散虫用の岩石試料としてチャート 11，泥岩

19を採取し，約 5% のフッ酸で処理を行った.約半

数の試料から放散虫化石が得られたが，一般に保存

状態が不良で，年代決定に有効と判断される化石を

産出した試料は，チャート 3 ，泥岩 1 であった.以

下に，それぞれの試料からの放散虫化石と，それら

が示す年代について述べる.
Sy・05 :岩屋北東方 800m の海岸に露出する

チャート岩体.多量の放散虫穀を含むが，保存不良

で種の同定はできない.放散虫は 3 殻室 Nassella­

ria(広義の Tricolocapsa) を主体とし，塔状 Nassel­

laria を伴う. 3 殻室 Nassellaria はジュラ紀古世末

以降白亜紀まで発展したグループであるが，この試

料に含まれる 3 殻室 Nassellaria には， thorax(第 2

室)が abdomen(第 3 室)に包有される白亜紀に一般

的なタイプは観察されない.ジュラ系の中で 3殻室
N assellaria は，中部ジュラ系下半の Tricoloca，ρsa

ρlicarum 帯 (Matsuoka， 1983) から上部ジュラ系下

部の Stylocaþsa (?)ゆiralゐ帯 (Matsuoka， 1983) ま

では豊富に産出するが，上部ジュラ系中・上部の化
石帯では産出頻度が減少することから，このチャー

トはジュラ紀中世前半から同新世前期の間の年代で

ある可能性が高い.

Sy・16 :尻労(しっかり)港付近に分布するオリス

トストローム層中のチャート岩体.この試料iこ含ま

れる放散虫は， costae および costae 聞を縦方向に

9 

配列する pore の存在から ， Parahsuum 属に属する

と判断される塔状 Nassellaria を主体とする.保存
不良で正確な種の同定はできないが， 1当2rahsuum

sp_ D (八尾ほか， 1982: Matsuoka & Yao, 1986)に
類似する個体が認められる . Parahsullm sp_ D の産

出は下部ジュラ系に限られることから，このチャー

トの年代はジュラ紀古世であると考えられる.

Sy-21 :尻匡西方約 lkm の海岸沿いに露出する

オリストストローム層中のチャート岩体.この試料

からの産出放散虫化石の主要な構成要素は Sticho­

capsa 属の諸種であり ， Parahsuum 属， Tricolocapsa 

属の種を伴う.このチャートの正確な年代は不明で

あるが， Stichocaþsa 属の種が多いことから， Sy-16 

が示す年代より若いジュラ紀古世に位置づけられる

可能性が高い.

Sy・29 :尻屋崎港の南西約 600m の海岸に露出す

る緑灰色の凝灰質泥岩.黒色泥岩に挟まれて産出し，

この凝灰質泥岩自身が外来岩塊である可能性もある.

この試料には以下の放散虫化石が含まれる.主なも

のを図版 l に示す.

Pantanellium lanceola (Parona) 
Pa仰icingula boesii (Parona) 

Archaeodictyomitra ap勿ra (R�t) 

Archaeodictyomitra vulgaris Pessagno 

A rchaeodictyomitra spp_ 

Xitus sp_ 

Pseudodictyomitra sp_ cf. P. car�atica (Lozyniak) 

Tricolocapsa spp. 

これらの種あるいは属の多くは，その産出レンジ

がジュラ紀新世から白亜紀古世にまたがる.以下に

述べることからこの群集の年代範囲をさらに限定す

ることができる . Pseudodictyomitra 属の種に着目す

れば，この群集に含まれる個体は， P. caゆatica に比

較される種であり，ジュラ紀新世後期の化石帯

Pseudodicかomitra ρrimitiva 帯 (Matsuoka & Yao, 
1986) の指標種である P. ρrimitiva Matsuoka & 
Yao より進化したタイプと考えられる.現在のとこ

ろ ， P. ρrimitiva 帯とその上位の P. cf. caゆatica 群

集帯(中谷・八尾， 1980: 松岡・八尾， 1981) との境
界層準の年代は， Tithonian 後期と考えられている

(八尾， 1986). したがって，この群集が示す年代の

下限は， Tithonian 後期ということになる.一方，年

代の上限に関しては 3 穀室 Nassellaria (広義の
Tricolocapsa) のグループが有効である.このグルー

プには， thorax が abdomen に包有される程度が年

代をおって著しくなるという進化傾向が認められて

いる (Dumitric五， 1970). 白亜紀初頭のグループは，

ジュラ紀のものと同様に， thorax が大きく包有され

るタイプはほとんどみられないが，白亜紀古世の中
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頃から包有傾向が著しくなり，古世の終わりには完

全に包有されるタイプ(例えば Holocη少tocanium

属)が大勢を占めるようになる.この試料に含まれる

3 殻室 Nassellaria には， thorax が著しく包有され

る個体が認められないことから，白亜紀初頭頃まで

の年代を示すと考えられる.以上に述べた放散虫化

石の年代考察から，この凝灰質泥岩は Tithonian 後

期~白亜紀初頭の年代を示すと考えられる.
図 3 に，尻屋層群を構成する岩石について，既報

のデータに今回得られた結果を加え，その岩相と年

代との関係を整理した.オリストリスとして含まれ

るチャートや石灰岩は， トリアス紀新世からジュラ

紀新世までの年代を示す.一方，泥質岩からは Ti・

thonian 後期~白亜紀初頭を示す放散虫化石が産出
し，オリストリスの年代より若い.ただし，この泥

質岩自身がオリストリスである可能性もあるので，

民屋層群の形成年代はこの泥質岩が示す年代，ある

いはそれ以降ということになる.

SHIRIYA GROUP 

同 MATRIX? 

日 Rada:: OLISTOLlTH 。

信号 Coral
ー、

。 トー

~Rad ω 

ω <巴2 ・ヨ z 
トー圃

t>l ~Rad 

ー司 GDP Rad Con 
。ω ms:mudstone 

ω <
ls:limestone 

玄 ch:chert 
ト巴・

トー・
Rad:radiolaria 

国 Con:conodont 

図 3 尻屋層群を構成する岩石の岩相と年代との関係を示す図.
Fig. 3 Relationship between lithology and age of the Shiriya 
Group. 
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おわりに

今回の検討結果により，北部北上帯におけるオリ

ストストローム層の形成は，少なくとも Tithonian

後期ないし白亜紀初頭まで引続いていたことが明ら

かになった.竹谷・箕浦(1984) が報告した陸中層群

腰廻にしめぐり)層の砂岩・頁岩互層の頁岩部から

産出した放散虫化石群集や，石賀・石山 (1985) が報

告した北海道上ノ園地域の珪質泥岩から産出した放

散虫化石群集は，ジュラ紀中世ないし新世(前期)を

示すものであり，今回報告した群集より明らかに古

い.今後，さらに多くの地点で，北部北上帯の中生

層の年代を明らかにし，それにもとづく精度の高い

地質区分が必要である.

また，北海道の礼文一樺戸(亜)帯(君波ほか， 1986)

に分布する火山砕屑岩類の下限の年代は，放散虫化

石により Berriasian とされている(紀藤ほか，

1985) .この火山砕屑岩類に対比される地層は北上山

地まで追跡される.これらの地層と今回報告したオ

リストストローム層との年代関係の検討は，北部北

上帯を含め，東北日本の地質構造発達過程を考察す

る上で重要である.

謝辞: 本研究を進めるにあたり，大阪市立大学理

学部八尾昭博士には原稿を読んでいただき，有益

な御意見を賜った.地質調査所の滝沢文教博士には

多くの御助言を賜った.日鉄鉱業株式会社民屋鉱業

所の関係者各位には調査の便宜を図っていただき，

特に堀越孝昌氏には野外での試料採取に御協力いた

だいた.研究費の一部として文部省科学研究費補助

金 (no. 61790196) を使用した.以上の方々に深〈感

謝の意を表する.
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Plate 1 

Specimens from tuffaceous mudstone (Sy-29) of the Shiriya Group_ The number following AMP 

indicates the reference number of photograph_ 

Scale bar = 0_1mm 

L Pantanellium lanceola (Parona), AMP 7022 
2. Pantanellium lanceola (Parona), AMP 6908 
3. Tricoloca�sa sp., AMP 6978 
4. Tricoloca�sa sp., AMP 6937 
5. Archaeodictyomitra sp., AMP 6932 
6. Archaeodic，かomitra vulgaris Pessagno, AMP 6956 
7. Archaeodictyomitra sp., AMP 6920 
8. Archaeodictyomitra apiara (Rüst), AMP 6966 
9. Parvici:噌ula boesii (Parona), AMP 7007 

10. Xitus sp., AMP 7064 
1L Xitus sp., AMP 6960 
12. Pseudodictyomitra sp. cf. P. caゆ'atica (Lozyniak), AMP 7053 
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BIBLlOGRAPHY 1981-1985の原稿募集

日本古生物学会では， 1981-1985年の 5 年間に公表された論文の Bibliography を恒例により刊行するこ

とにしています.この Bibliography には従来通り日本古生物学会会員の研究論文に限ることなし日本の
資料を扱ったすべての研究者の論文が含まれます.

収録論文は各人から寄せられたリストを中心に編集しますので，上記 5 年分の論文リストをお送り下さい.

すでに日本古生物学会報告・紀事およぴ化石でお知らせした期限は過ぎましたがまだ会員の一部の方しか

論文リストを送付されていません.是非会員・非会員を問わず，お申し合わせの上ご協力くださるよう再度

お願いします.

* 様式は， r化石J 41号， 52-54頁の例に従ってください.
* 論文中で扱った分類群・時代を Index 参照のうえ，必ず記入して下さい.

* それぞれの専門分野で，非会員(特に外国人)の研究者による日本の資料を扱った論文をお気づき
の場合はお知らせ下さい.

* 別刷をお送り下さっても結構です.収録し終わった別刷については学会として長〈利用する方法を
考慮中です.

論文リストの送付先

〒980 仙台市荒巻字青葉

東北大学理学部地質学古生物学教室内

日本古生物学会文献目録編集委員会

4・~-------..-------..---- --- --- ---_  --- --- ----・- --- -・- -・- --- --- -・....._ --_  --- ....._ ....._ -- --- ....._ --- ....._ -- ....._ ....._ -・-- -・~
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ノート 化石と古地理の随想ニ題

林貞 一-*

My thought on two topics of fossils and palaeogeography 

Teiichi Kobayashi事

そのー.日本の放散虫岩の研究

近年 conodontsが，それに続いて Radiolariaが盛

んに研究されて日本の層位学に貴重な成果をもたら

した.その結果1890年に原田豊吉が命名した秩父古

生層は巨智部忠承が生野・赤穂両国幅 (1R94， 95)作

成中に考えたように中古生層である事が判った.しか

し西日本内帯の秩父中古生層は白亜紀まで延びない

で大賀造山で放散虫類は内側から去ったらしい.

このところ中華人民共和国でもコノドントの研究
が盛んで，特に旧古生界時代論で重視されているが，

その漢訳は牙形類で，日本では1954年に既に錐歯類

と和訳されていた(古生物学，上巻，朝倉書店).中

華民国19年 (1920) 初版の地質鉱学大辞典では大多

数の訳語が共通であったのに反して， 1979年に北京
で出た地質出版社の地質辞典では日中共通の訳語が

非常に少ないのでお互いにその為の苦労が多くなっ

た

地学雑誌91巻に紹介した「第 1 回放散虫研究集会

論文集J 1982年では中古生代放散虫層序論，古放散

虫学，放散虫岩の研究にそのデータ処理と日本放散

虫研究史があり，その頃既に研究は錐歯類よりも放
散虫の方が盛んなようであった r放散虫および含放

散虫地帯研究の最近の進歩J 1986では化石層序と化

石群集帯( 1 部， 11論文) ，現生・化石放散虫の分類・
分布等(11- 5) ，主に中生代の西日本含放散虫帯
(III -13) ，堆積・続成・古地磁気(lY- 6) ，総括と文

献目録(V)からなっている.論文数から見るとその

重点はIII にあり， 1 , IY, 11 がこれに続き， 30論文
中の 8 割か放散虫帯 (III+ 1 )で，そのうちの過半が
西日本中生代を主としている.従って変成相も含め

たこの地帯の地質に寄与するところは甚大である.

Raup と Stanley の「古生物学の基礎」を地学雑誌

95巻で紹介した時に私は保存不良の放散虫を水成岩

微構造の変形・変質を解明する鍵として活用する事

に触れたのであるが，偶然にも鈴木博之が層状

チャートの摺曲様式の解明に放散虫を利用されてい

.東京都渋谷区代々木 5 -50-18 

るのを知って興味深く感じた. 1944年に私は木村敏

雄と共著の Astudy on radiolarian rocks (東大紀要

羽[- 2) 中に既にこの方法にも言及したのである

が，同年にボルネオの Danau 層群や濠洲東部の旧古
生代 Heathcotian放散虫群と泥盆紀 Tamwothian

放散虫群に触れた事があった(学士院紀事， 20巻). 

日本は今や数十人の研究者を擁して放散虫学の高水

準に達しているので，その実力を結集して単に圏内
問題のみならず，余力を以って，また現地の学者と

協力してアジアや西太平洋の放散虫岩の諸問題に臨
むことは，国際協力上甚だ望まししまた視野を拡
める事に依って圏内研究上に意外なヒントを得るこ

ともあるであろう.

そのこ.高所から見た海南島の寒奥化石
中国南端に位する海南島で張麗旭が紡錘虫を発見
し島山隆三が鑑定して新古生界の存在を実証したの

は1943年であった(学士院紀事， 19巻).それから20年
して孫雲鋳が寒武紀中期のめIstridura を発見した.

最近朱兆玲と林天端が多数の三葉虫を記載した(古
生物学報17- 4 , 1978). それのみならず許漢査と故
汝士は中寒武世腕足貝を，許と蘇保は中奥陶世腕足

貝を，また劉路は奥陶・寒武両紀の二枚貝を記載し

た( 3 論文共，中国科学院鉄鉱地質学術会議選集地
質古生物， 1977). これらの化石は皆崖県産で，寒武
奥陶紀層が島の南端部を占めているのである.

項礼文らの「中国的寒武系J 1981や頼才根らの「中
国的奥陶系J 1982によると旧古生代に.この島は所謂
東南海中にあり，この海は楊子江河口域に達し，そ

の延長上に朝鮮半島の沃川帯の朝鮮系がある.その

基底の壮山珪岩は東南側の本南地塊を被い，この

地塊から堆積物の供給も受けていた.この地塊は西
南方に延びて福建に達し，項・張両氏らはこれを東
南沿海古陸と称している.秩父地向斜は明らかにこ

の本南福建地塊の太平洋側を走っていた.そして海
南島の海にも通じていたに相違ない.海南島以西を

見ると項・頼両氏らの所説では寒武紀には四JIJ から

雲南に至る川浜(雲南)古陸があり，奥陶紀にはこれ
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が北の}I!(西)康古陸と南の漠貯(貴州)古陸とに分裂

して後者が東方に拡大していた.

そこで印度支那半島の東部を見ると老開の東方で

雲南・ベトナム境には中上部寒武紀の長逢層群があ

り，華北のものに似た浅海性のフォーナを蔵してい

る.これは川浪古陸の西南側の堆積物である.この

海の南方にはコンタムの古い地塊が存在したが，カ

ンポヂア北部の Mélpourey で Saurin が得た三葉

虫を私が調べた所では多分寒武紀中後期の Asa­

phiscus (?) aff_ gregarius で，少なくとも寒武紀中
期一奥問紀前期中のものである(古生物学会報告・紀

事24号， 1956). 従ってこの頃コンタム地塊上に海水

が氾濫したのである.この地塊とj異斡古陸との聞に

は Thanh hoa に奥陶紀前期の含 Asaþ加psis Dongｭ

son 砂岩がある.

コンタム地塊と j賃ー姉古陸との中間地帯では Noric

前の造山運動で北西走向の摺曲・衝上帯を形成して
いる事を]. Fromaget が明らかにした (Bull. Serv. 

g駮l. l'Indochine, v. 16, fasc. 2, 1984). 夫故私はこ
れを日本の秋吉造山帯の南西翼であることを指摘し

た(地質地理輯報22巻， 1952). 
川浪古陸西方の孫雲鋳の所謂棋緬(雲南ピルマ)地
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向斜がコンタム地塊の西側を南下して泰・馬来の地

向斜に続いている事は1957年にタルタオ島での寒武

後期の化石の発見が端緒となり，シャン高原から泰
圏西部を経て馬来半島の Kuala Lumpur 近くまで

追跡される奥陶紀頭足類石灰岩によって実証された

西日本外帯の延長上に琉球列島がある.今日では東

南アジアではコンタム地塊やその上に拡がるコラッ

ト盆地などの外円を描いて佐川造山帯がピルマー

泰一馬来の造山帯に続くことはほぼ疑問の余地がな

い(地学雑誌 92巻， 1983). 

Dongson 砂岩に着目して私が秩父地向斜が奥陶

紀には出来ていた事を示唆したのは1948年であった

(日本群島地質構造論上巻，目黒書店).そして 1980

年には猪郷久義らが飛騨山地で奥陶紀化石を発見し

た.今高所に立って東亜から東南アジアを見渡して

来たが，視野を拡げて考察すると海南島寒武紀化石層

も亦秋吉山脈を構成する一員であることを暗示して

し3 る

倦，本随想のーは日本の側方観であり，その二は

側面観であった.この双観によって個と全は融合し

て表裏一体の実在となるという事は地史・古生物学

上でも忘れてならない座右の銘である.
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|国際会議報告 l

第二回テチス浅海域に関する国際討論会1)

小高民夫2) ・土 隆一3)

表記の討論会(略構 Shallow Tethys 2) が1986年
9 月 15-17日の期間にオーストラリア，ニューサウ

スウエールズのウォガウォガで開催された.その主

題はテチス浅海域の堆積，古地理，古生物の変遷や
古生物地理などに関するものである.

この討論会の第一回はイタリーのパドパ(Pado­

va)で開かれている(小高， 1982). その時，第二回は
オーストラリアで1986年に開催することがきめられ，

第三回の日本開催も話題にあがっていた.
第一回討論会への日本からの出席者は小高のみで
あったが，今回は，小高・土のほか，増田孝一郎(宮

城教育大)，野原朝秀(琉球大)，安藤寿男(早稲田大)
および，現地に在外研究員として派遣されていた足

立守(名古屋大)の 6 名が参加した.また，第一回
討論会の開催国イタリーからは大量 8名が参加した
ほか，中国から 6 名，オーストリア，イスラエル，

レバノン，ギリシャ，スエーデンなどヨーロッパや，

インド，タイ，インドネシヤ，韓国，パプア・ニュー

ギニア，ニュージーランド，それに，地元オースト

ラリア勢を加えて国際色豊かであった.第一日( 9 月

15 日) :開会式，記念講演と古生代関係，第二日 (9

月 16 日) :中生代一新生代関係，第三日( 9 月 17 日)
:新生代関係の講演があった.

第一日には記念講演に先立つて国際色の豊かさを

示すため，アラビア語，へプライ語，イタリ一語，

ドイツ語や，タイ，インドネシア，パプア・ニュー

ギニア，中国，韓国，日本などの各国語で，記念講

演のアブストラクトが読まれたりもした.記念講演

はタスマニア大学名誉教授 S. W.Carey博士による

「テチス海の先駆者」“Tethys and her forebears" 
とオレゴン州立大学のA. ]. Boucot 教授(IPA会長

。 SecondShallow Tethys International Symposium, 
Australia, NSW, Wagga Wagga 

2) Tamio Kotaka 東北大学理学部地質学古生物学教
室

3) Ryuichi Tsuchi 静岡大学理学部地球科学教室

でもある)とオレゴン大学の]. Gray博士の「古生代

のテチス海の概念について」“TheTethyan concept 

during the Paleozoic" とが予定されていたが，

Boucot 教授， Gray 博士は出席されずアプストラク

トが読まれただけであった.いずれも，“Paleo­

tethys" とか“Prototethys" という用語の使用につ

いてふれ，狭義のテチス海(ペルム紀以降)を，海洋

や，卓状地や，大陸縁辺の堆積物や動物群と関係が

深い熱帯ないし亜熱帯の帯状海域であると規定する

ならば，テチス海は場所こそ異なるが，古生代や先

古生代にも存在していたということや，インド大陸

の本来の大きさ，移動経路についてふれた講演で

あった.
個人講演には 2 ， 3 のキャンセルや追加はあった

が，第一日目にはオーストラリアや中国の前期古生

代の Gondwanaland やその周辺海域の古地理，ヒマ

ラヤ地域のデポン紀の脊椎動物化石，インドの下部

古生界(Lower Gondwana)の岩石や層位などに関す

る 12論文が，第二日目には，テチス海域とインド・

太平洋海域の関係，この海域(イタリー，北東アフリ

カ，近東，中国，日本など)のコノドント，二枚貝，

巻貝，アンモナイトの起源や変遷など主として古生

物に関する 15論文が公表された.安藤はこの日，二

枚員 Monotis についての講演をした.最終日は新生

代の日で，小高，増田，土の貝化石，野原の介形虫

化石の話を含む12講演があり，今回の主催地のK.
McKenzie教授の“Tethysand her progeny" rテチ

スとその後育」でその幕を閉じた.大変盛り沢山で，

特に，一日目には“Shallow Tethys"討論会として

は，拡張解釈しすぎの感があり，もともとテチス海

の入口か，少しはずれに位置している日本の研究者

からは，お手挙げとしか言えない論文もあったが，

中生代~新生代の海棲動物群はテチス海ルートと何

等かの関係があった事を考えると，興味深い討論会

であった.

討論会の論文集は，会期中に配布されることに
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なっていたが，未着の論文もあり ，出版は間に合わ

なかった. しかし ， 会期中に全論文が集まり ， 小高

もその編集を手伝わされており ， 近く出版されるは

ずである .

なお， 第二日に実行委員会が聞かれ， “Shallow

Tethys 3 ", “ Shallow Tethys 4 "の開催地につい

て審議され， 第三回は1990年日本， 第四回はオース

トリアが提案された. 直ちに日本からの出席者が協

議し，小規模な集会であり ， rGCP Project 246 も

開始されていることでもあり ， 日本開催は可能であ

るとの結論に達し， 最終日に日本開催の受入れは，

大きな拍手でむかえ られた .

小高 ・ 土は帰国後，関係者20名の参加を得て圏内

Working Group を結成し ， 文部省科学研究費補助金

「総合研究(ß)J を申請して活動を開始することとし

た.

討論会終了後，古生界と新生界の二巡検があり，

安藤は古生界巡検に，小高，増田，野原，土は新生

界巡検に参加した . 新生界巡検は， パスで一日 1 ，000

km 走って目的地につき ， 更に 4 泊 5 日でアデレー ド
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からメルボルンまで海岸沿いの露頭を 1 ， 000 km にわ

たって， 点々と見学する大変大陸的な巡検旅行で，

オ ーストラ リ アの広大さを， これでもか， これでも

かと見せつけられた.

本討論会とは直接の関係はないが， 筆者の一人，

土が Project Leader となっている rGCP #246 

“ PANETS"の西太平洋部会( ?)の夜間小集会が会

期中に聞かれた . 1 テチス海域東部は， いわゆるイ

ンド ・パシ フィクあるいは西太平洋と重なっており ，

特に第三紀の事変は共通であること . 2 . 途上国の

研究者の国際集会への出席を援助する . などの開催

理由 もあったが， 日本， 東南アジア， 大洋州の研究

者が， これからの研究のテーマ ， 方針について話し

合った. 詳しくは rGCP-246の Newsletter No. 2 を

参照願いたい.

文献
小高民夫， 1982 テチス浅海域に関する国際討論会，化

石， no. 32, 49-52. 

タスマニア大学名誉教授 s. w. Carey 博士の記念講i寅
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国際会議報告
第 3 回底生有孔虫国際シンポジウム

一一BENTHOS '861) 

高

1986年の 9 月 22日より 28日まで，ジュネープ自然

史博物館において表記の会議が開催された.官EN­

THOS"に続けて開催年をつける呼び名を持つこの

会議は，これで 3 回目を迎えたこととなる.これが

底生生物の研究者の集まりなら何の不思議もないこ

とながら，底生有孔虫の会議とあっては事情を知ら

ない人達にはいささか異様に響くに違いない.しか

し，この会議が発足するまでの過程を目撃する機会

のあった筆者から見ると，少なくとも心情的には無

理からぬ面がある.

有孔虫のなかでも，浮遊性のグループに関する研

究は1960-1970年代に一つのブーム期を迎えた.く

しくも同じジュネープ自然史博物館を会場として，

1967年に 1st Planktonic Conference (国際プランク

トン会議)が開催され，以後第 2 回がローマ(1970) , 
第 3 回がキール (1974) と続いた.プランクトンと名

乗る以上，浮遊性有孔虫以外に放散虫・石灰質ナン

ノプランクトン・珪藻・うず鞭毛藻などの他のグルー
プも等しく論議の対象にあがったのではあるが，そ

れらの生層序の解明が進行するにつれて，生理・生

態・進化・生物地理などの方面にと，回を重ねる毎

に研究発表のテーマが多彩化していった.

一方，このような状況を見ていた底生有孔虫の研

究者達は，国際交流・討論の機会が不足すると研究
水準が低下し，志気もまた落ちるだろうという，ひ

じような危機感を持つに至ったのである.第 3 回の

キールの会場において，底生有孔虫に関心を寄せる

人達に対してアッピールが行われ，その場で翌1975

年カナダで会議を聞くという宣言がなされた.口頭

による予告から 1 年足らずの猶予期間しか置かずに

国際会議を開催するなど，たまたま閉じころ別の国

際会議を日本で開催すべく奔走していた筆者にとっ

ては信じられず，唖然としたことを今更のように思

い出す.しかし事実は提案者の宣言どおりにカナダ

。 ThirdInternational Symposium on Benthic Foraｭ
minifera--a report. 

2l Y okichi Takayanagi 東北大学理学部地質学古生
物学教室

相H 洋 吉2)

の Halifax で第 l 回 (1975) が開催され，続いてフラ

ンスの Pau で第 2 回(1983) が，そして第 3 回にまで

至っている.プランクトン会議のほうが合計 3 回で

もって後が続かなかったのに比べ，こちらのほうは

回を重ねる毎に参加者・参加国ともに増加の傾向に

ある.会議の論文集もあまり時を置かずに立派なも

のが第1， 2 回ともに出版され，第 3 回のものもジュ

ネープ自然史博より発行の予定である.

かえりみると，プランクトン古生物学のほうは，

時代的背景と関連諸分野の要請もあって，急速な展

開を遂げ，放散虫など一部の分野では独自の国際会
議を持つようになり，またいくつかの，例えば"Ma­

rine Micropaleontology", "Paleoceanography" の
ような国際誌が発刊されて，国際的な意見発表や情

報交換の場が定着した感じである.それに対して，

紀元前 5 世紀の Herodotus まで遡れるという長い

歴史を誇る有孔虫一一底生有孔虫を中心とする

ーーの研究者逮は，新人にスターの場を奪われたよ

うなあせりを抱いたと言っても言い過ぎではなかろ

う.このような心理が未だにあとをヲ|いていること

をジュネーフ'において感じざるをえなかった.

さて，第 3 回シンポジウムには， 32か国より約240
名の参加者があり，日本からも，的場保望(秋田大)，

長谷川四郎(東北大)，海保邦夫(山形大)，北里洋

(静岡大) ，野村律夫(島根大)，米谷盛寿郎(石油資源)

の各氏と筆者が参加した.会議語としては英語と仏

語が使用された.
月曜日から金曜日までの会議のあらましを記す

と，次のとおりである.

22日:午前一登録およびポスターの設置;午後一ト

リアス紀有孔虫と古第三紀・新第三紀小形有孔

虫の並行セッション;夕刻ージュネープ市招待

のワイン・パーティ.

23日:午前底生有孔虫の定量的研究法;午後一古
生代有孔虫，ジュラ紀大形有孔虫:夕刻 植物

園見学.

24日:午前底生有孔虫の環境の理解と鉱物資源開

発への応用;午後一ジュラ紀小形有孔虫，白亜
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紀小形有孔虫;夕刻一博物館新館見学.
25日:午前一白亜紀大形有孔虫:午後一古第三紀・
新第三紀大形有孔虫;夕刻ージュネープ湖の

ボート遊覧.
26日:午前一現生有孔虫;午後関連会議報告，研
究所紹介，セッション座長報告，総括，次回会
議公表，第 3 回シンポジウム出版物の案内，閉

会;夕刻一会費制のフォンデュウ・パーティ.

会議時聞は日により多少違ったものの，だいたい朝
8 時から夕方 6 時半まで続けられ，昼休みは 1 時間

半ないし 2 時間とたっぷりしているが，かなりの精
励ぶりだったといえよう.報告数はおおよそ112篇

で，このうち相当数はポスターによって発表された.

ポスターは会期中博物館内の 1 室に展示され，口頭

発表なしの展示のみのものもかなり多数あった.筆

者は主催者側から審査委員を頼まれて，数人のメン

ノfーといっしょに採点して回ったが，衆目の見ると

ころやはり地元の大学の人の手のこんだ立体的なポ

スターに軍配をあげざるをえなかった.これを含め

数点の優秀作の制作者に対し最終日に賞品が贈られ

たのは演出効果としても満点であった.日本からの

出席者もこれにはだいぶ苦労していたが入選には至

らず，次回以降に望みをつないだ次第である.発表

された論文の内容は上記の日程にも現れているよう

に，大形有孔虫に関するものがかなり多くて，いか

にもこの分野の権威である P. Brännimann 教授や

L. Hottinger 教授の本拠であるスイスらししこれ

がアメリカや日本であれば小形有孔虫のほうにかな

り集中するかもしれない，といった印象を持ったも

のである.

会議後の巡検は日帰りないし 2 日の行程のものが
スイスおよびフランスの白亜系から古第三系にまた

がって企画され，案内書も準備されていた.この時

ちょうどフランスではテロ事件が発生し，入国には

ヴィザが急に必要になっていたが，このような手続

きは会場受付がまとめて面倒をみてくれた.

今回のシンポジウムにおいて，特に日本からの出

席者にとっての最大関心事は第 4 回を日本で開催す

る案件にあった.というのは，第 3 固までの会議が

いずれも大西洋・地中海沿岸域で開催され，インド

洋・太平洋域の研究者にとっては参加が不便であっ
たし，討議の内容そのものもかなり地域的偏りを見

せている状況であることが多くの人達に意識され，

アジア開催を希望する声が強くあがっていた.その
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ため日本国内の研究者達と相談のうえ，今回の会議
において筆者は， 1) 日本にとって1990年は横山又次
郎が日本人研究者として初めて有孔虫の論文を発表
して以来百年を祝う時期にあたること， 2) インド・
太平洋区において会議を開く意義と効果， 3)広緯度
域にまたがるため周辺海域で多彩な有孔虫群が地質
時代を通じて生息している日本列島を巡検する意義
などを強調し， BENTHOS 電90を日本で開催したい
と全参会者に希望をあらかじめ伝えるとともに，

ジュネープでの主催者達と協議を重ねた.その結果，
全員の支持を得て，最終日午後の全体会議において，
筆者が1990年に日本において"有孔虫の時空的分布
と海洋の進化"を中心的課題として次回会議を開催
したい旨のスピーチを行い，全会一致の賛成をみた

のであった.
これから，広く圏内の関係者が協力体制を組んで

実行計画を進めてゆく予定であるが，ジュネープに
おいて接触したヨーロッパの有力研究者たちから

貰ったコメントのいくつか記録しておきたい:なん

でも応援できることがあったら遠慮なく言って欲し

い;何分にも日本はやはり遠い固なのだから，無理

してでも参加して後悔しないようにシンポジウムも

巡検も十分に魅力ある内容のものにしてほしい;今

はもはや底生とか浮遊性とか区別して会議をもっ時
代ではないのではないか;原生生物学者がもっと参

加するように企画すべきである;ぺントスを名乗る

以上は，例えば軟体動物などの研究者にも参加して

もらってベントス全体に通ずる問題も議論してはど

うか;参加者がそれぞれ標本を持ち寄って一緒に顕
微鏡をのぞきながら意見の交換ができる時間と場所

をたっぷり用意してほしい一一このような機会は若

い研究者，特に大学院生にとって得がたいものとな

ろう.さらにまた，主催者のひとりである Hottinger

教授から，東亜で開催する機会はめったにないので，

巡検地の一つに中国を加えてほしいと強く要望が出
された.この件に関しては，出席中の中国科学院海

洋研究所の郊守似女史と相談し，日本における

BENTHOS ・90に引き続いて中国で微体古生物学関
係の圏内会議を開催して，それに巡検計画も盛り込

み国外からも参加できるよう，同女史が手配のため

努力するということで落ちついた.

以上，表記シンポジウムの報告を行うとともに，

BENTHOS 電90の成功のために建設的なご意見とご
協力をお願いする次第である.
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|研究室めぐり|
東北大学理学部地質学古生物学教室1)

小笠原 憲四郎2)

はじめに

古生物学に関心の深い方々や大学院生などの間で

興味ある分野についての意見や情報の交換を活発に
したいと，古生物関係の研究機関を紹介する欄が「化

石」に設けられることになった.そこで編集者のご

要望もあり，皮切りに東北大学の地質学古生物学教

室を紹介する.

私は年齢的に若手を少し越えたところにあり(昭

和22年 8 月生まれ)，また本教室が私にとって大学

院，研究生，助手として 16年間生活してきた場所で

あることなどが，紹介役をおおせっかった理由なの

かもしれない.しかし，本教室からは大正，昭和，

現在と多くの優れた古生物研究者が巣立ち，個々の

研究に携わって仙台の伝統をつくってきた歴史があ

り，その研究者の数は圏内では最も多いと思われる.

私自身は専ら新生代の員類化石を対象として研究を

続けていて，あまり古い出来事は知らないが，最近

は特定の分類群の枠を超えた古生物学や進化古生物

学も盛んになりつつあり，それらの目指すところにも

興味深く感じている.

いずれにせよこういう個人個人の古生物学的興味

を生かすも殺すも教室という「場」が大きく作用す

ると考えられる.私はそのような点も考慮しつつ

教室の概要を紹介したい.

歴史の概要

本教室は大正元年(1912年)に東北帝国大学地質学

教室として設立され，矢部長克教授がその基礎をつ

くった事は周知のとおりである.大正10年(1922年)

にそれぞれの専門分野をさらに発展させる意図のも

とに岩石関係の教室と分離独立し，現在の教室“地

質学古生物学教室"が生まれた.
昭和24年の学制改革に伴い昭和28年に正式名を地

学科地学第一と改称し，大学院に理学研究科地学専

攻の課程が設置され，創設以来今年で75周年を迎え

た.

この間，地質学古生物学関係の歴代の教授は，矢部

1) : Institute of Geology and Paleontology. Tohoku 
University. Sendai 
2' : Ogasawara Kenshiro 東北大学浬学部地質学古生
物学教室

長克，松本彦七郎，青木廉二郎，半沢正四郎，遠藤

誠道，長尾巧，今野円蔵，浅野清，畑井小虎，

岩井淳一，北村信で現在は小高民夫，高柳洋吉，

中川久夫が講座担当を引き継いでいる(第 1 図参照).

またこの間多数のスタッフが在籍し，内外の最新の

研究成果を取り入れるいっぽう独自の研究分野を展

開し，創立以来の古生物関係の研究対象は，脊椎動
物，植物，軟体動物，腕足類，ウニ類，耳石，サン

ゴ，コケ虫，珪藻，異形虫，有孔虫，放散虫，石灰

質ナンノ化石，生痕化石など，化石として発見され

るほとんどすべての分類群にわたっている.

これらの研究成果は，学生，院生の業績とともに

1912年の教室創設以来出版している理科報告(地質
学)， 1921年(大正10年)からの邦文報告などに公表

されてきている.理科報告は現在までに57巻を数え，

1951年の 24巻まではPalaeontographica と同じ大判

サイズで印刷されており，また邦文報告は89号にい

たっており，共に内外の主要研究機関に交換図書と
して寄贈し続けている.また，これらの研究に用い

られた試料は20万点に達し，東北大学標本館と教室
の標本室に収められている.しかし，現在では人手

が少なく空間もだんだん狭くなり，溢れる研究資料

に整理がおいっかない状況である.現状では標本を
扱わない古生物学は成りたたないと考えられるから

こそ，一刻も早くこれら資料を十分に活用できる体

制を整備したいものである.

また，標本類だけでなく教室に集められた文献は

膨大なもので，その大半は近年青葉山地区に完成し

た北青葉山図書分館に保管されている.そのうち矢

部文庫，半沢文庫，畑井文庫，江口文庫，浅野文庫
などは，有孔虫，サンゴ，軟体動物などを中心にし

た特殊文庫でその学術的価値ははかり知れないもの

がある.

研究，教育の動向
歴代の学長の訓示に「研究第一主義」という言葉

がしばしば使われているが，決して「教育と研究」と

は言っていない.私もその様に教わったし，それが大

学の使命であると思っている.研究の裏付けのない
教育など笑止千万であるが「教育」を真面目に考え

るとこんな大変なことはない.
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図 1 昭和13年から昭和61年 3 月の期聞の教室スタッ 7.
昭和62年 4 月現在，中森亨・海保邦夫が助手として加わる.

(中川久夫， 1986年作)

本教室は構成員が比較的少ないことや，全員が
フィールドワークを基本にした研究に取り組んでい

るためか，大変家庭的な雰囲気に包まれている.春
の新入生歓迎会で酒を酌み交わし，海上運動会の

ボートレース，いちご会のハイキング，秋の芋煮

会，各種スポーツ大会，冬の忘年会，新年会，そし

て卒業修了祝賀会など全員で遊ぶことも熱心で，こ
れらの会には常に「お酒」がついてまわる.

本教室では伝統的に「よく山を歩け」とか「読む
べき本はいくらでもある」と言われてきた rよく

山を歩ける」と周囲の人から言われるのは，同窓の

人達の一つの「誇り」であり，その体験はいろいろ

な面で自信のもとになっていると思われる.

学生とスタッフとでは，多少違った研究教育の動

向があるので，以下にそれらの概要を紹介する.

学部

入学者の選抜は理学部地学系(地質学古生物学，岩

石鉱物鉱床学，地理学)として系列縦割り方式で行わ

れている. 2 年間の教養部を修了した段階で，地質学
古生物学，岩石鉱物鉱床学，地理学の 3 学科に振り

分けられるが，これは，基本的に本人の希望と成績

によって決められる.

学部進学直後から夏期野外実習期間に入るまでの

間， 3 回の集中期間(各 1 週間)と毎土曜日に野外調

査実習を実施している.この訓練を経て初めて卒業

課題研究(卒論)のフィールドを単独で調査できるよ
うになる.フィールドを離れて化石に専念すること

は，この段階では認められないが，実際に化石の採
集，検出を経験し，自ら掘りだした化石が何ものか

多少でも解ると化石に愛着を覚えはじめる.
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卒論の完成には 1 年半以上をかけ，のべ100-150
日程度の野外調査の期間中，単独で見知らぬ社会で
生活し，自分で組み立てた層序，地質図に化石の資
料を取り込んで地史を編纂することになる
学部カリキュラムとして，地質学一般のほか，地

史学，同実習(大型化石が中心)，古生物学総論，同各
論，古動物学実習，微古生物学実習などがあり，基
礎的な化石学は十分会得できる.

また，毎木曜日の午後は学生，院生，スタッフ全

員参加の IGPS セミナーがある.ここでは，学生 2

名，博士課程前期 l 名，後期課程またはスタッフ 1

名の計 4名が 4-5時間にわたって主に最新の外国雑
誌に発表された論文を紹介したり，自己の研究発表を
行い，その他の人は討論に参加する(現在通算880回

を超えた). 

このほかに，学外から年に 5-6 名の講師を迎え，

集中講義などを通じて地球科学の研究対象やその方
法論などを学ぶ.外国からの研究者の講演，学位論

文の発表，学生ひとりで 2 時間を超えることもまれ

でない卒論発表なども，化石を取り巻く身近な研究

例として有意義である.

理学研究科博士課程

前期 (2 年) 6 名 x 2 ，後期( 3 年) 3 名 x 3 の定員

で， 2 年間で理学修士，そのあとの 3 年間で理学博士

を取得すれば通常21名の院生数となるが，現在は27

名が在籍している.

東北大学は開設以来伝統的に女子や旧制高校出身

者以外の者にも聞かれた大学であるが，近年も大学

院への入学者は本学学部からだけでなく，秋田，早稲

田，鹿児島，山形，新潟，横浜国立，高知，弘前，

千葉大等からも多く，台湾，韓国，フランス，メキ

シコなど外国の大学卒業生も入学している.

大学院には実質的に教わるという授業は少なし

院生はセミナー，グループ毎の勉強会，スタップと

の討論などを通じて自己研績に努めている.研究

テーマは在籍スタップとの関連で決められることが

多いが，修士論文を完成させないと後期への進学は

認めていない.

修士論文では前述の卒論と同様にフィールドを基

礎とした調査研究が重視されており，化石を研究す

る院生はそのフィールドの選択に苦心することもあ

る.そのため，個々人の古生物学への志向を発揮で
きるのは後期課程に進学してからである.このよう

な教室の指針により，フィールドワークをいいかげ

んに考える院生には，古生物研究者としての力量を

発揮する機会そのものが与えられないことになる.
現在の古生物関係の院生は17名で，これを分野別

に見ると，員類 (4 名)，有孔虫 (3 名) ，造礁生物 (2
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名) ，腕足類(1名)，放散虫( 1 名) ，ナンノ化石(2 
名) ，員形虫( 1 名)，珪質べン毛藻(1名)，その他(堆
積学など， 2 名)である.いずれも新生代の化石や現

生生物を扱う院生が多く，中・古生代が少ない.
従来から本教室では「分類学」に取り組む者が多

く，蓄積されている標本，文献が十二分に活用され

ている.しかし，じっくりと経験を積み重ねる古生

物の研究体質に対して旧態然としていては「博物学」
に帰してしまうのではないかというような危機感を

抱く院生も少なくない.

生層位学における精度の向上は「時間と生物」を

扱う者にとっては重要な課題であり，生物時間尺度

づくりは大学院生のテーマのひとつともなっている.

また，微化石を用いた古海洋探求をねらって海洋底

准積物の解析にいそしむ者もいる.しかしここで，
「種」などの分類単位をどのように認識するかと

いう誰しもがぶつかる問題に直面する.生物(古生

物)の消長，形質の断続，変化などをどのように理論

的にとらえてゆくか，言い替えれば，いかに化石生

物の系統を説明してゆくかに苦しむ者も多い.

この問題は短絡的に結論のでるものでなく，「分

類」の経験主義的アプローチだけでは到底解決で

きない側面がある.それゆえ視点を変え，例えば，

なぜ規則的な放射肋に増加分岐するのか，なぜ突起

物が規則的に出来るのか，また形の収れんや，多様

性があるのか，などについて，その形成プロセス，

背景などを探っていこうとしている者もある.これ

らのアプローチには，数学的手法の助けが必要で，

フラクタル，非線形方程式，集合論などの導入を図

り，計算機を用いたシミュレーションによってこれ

らの検証を試みるものもいる.

とにかく大学院生は22才から 30才の充実した若い

頭脳をもっ年齢で，自己の独自性と創造性に挑戦し

ている世代である.

博士課程修了生 ;OD

博士取得と同時に大学などの研究教育機関に職を

得ることは，ほとんど望めない現状になってきてい

る.そのため，公務員だけでなく，石油関係などの

民間研究機関に職を得たものもある.しかし，大多

数は研究職を志し，数年かかつてやっと道が聞けて

きた経過はあるが，厳しい状況であるのは今も変わ

らない

学術振興会奨励研究員の枠が少ないこともあって，

本教室でも恒常的に定職のない OD が 2-3 名はい

るが，この期聞が長引くと本当に「根暗族」の仲間

入りをする.院生にとっては身近に自分の将来をみ

るおもいであろうし， OD 自身，学位論文の印刷，次

への発展を試行しながら，専門性，能力，業績など
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を評価される時期でもあり，真に試練の世代である.

研究教育スタッフ

本教室における古生物学の研究は地質学と密接な

連携の下に進められている.教室そのものが 3講座

12名のスタッフで編成されており，共通した課題を

抱えることが多く，いわゆる「こまわりのきく体制」

である.

古生物関係者は地質学講座に層位学的，構造地質

学的データを求め，また反対に，化石の解析を通じ

て年代，古環境に関する情報を地質学関係者に提供

することなどで，講座の枠を越えた研究体制を構成

している.

地質学講座 (中川教授，大槻助手，遅沢助手; 62年

3 月現在助教授選考中)

第四系，グリーンタフ，本州地向斜，プレートテ

クトニクス，崩壊現象などに成果を上げているが，

テクトニクス，応力場の解析では有限要素法によるシ

ミュレーションなども進行中である.また地中海地

域の第三系ストラトタイプの古地磁気層序と化石層

序の確立に長らく取り組んできている.地質学一般，

構造地質学，地形学，地質図学などを担当している.

地史学講座 (小高教授，森助教授，小笠原助手，中
森助手)

新生代異類と造礁生物を中心に扱い，大型化石を

素材として地史的変遷，古環境変遷を研究し，その

成果を講義・実習に組み入れて教育にあたっている.
この講座は伝統的に上記の化石に取り組んできてお

り，また多くの大型化石の研究者を送り出してきた

が，文献，標本などの蓄積は膨大である.そのため，

教室の標本に関する世話係にはこの講座のスタッフ

が主として当たっている.

小高，小笠原が新生代の巻員，二枚貝を通じ，べ

ントス化石の古環境，古生態，系統などに，森，中

森は主としてサンゴ化石を中心に造礁生物全般にわ

たる群集生態，古環境，系統問題などにそれぞれ取

り組んでいる.

1990年日本開催予定の rShallowTethys 3J に向

けてその準備に取り組んでいる.なお，小高教授は

1988年 3 月末で停年退官されるため，その記念論文

集を計画準備中である.

古生物学講座 (高柳教授，石崎助教授，長谷川助

手，海保助手)

「古生物学講座」であるが，有孔虫，異形虫をは

じめ海生生物の微化石全般を扱い，近年は群集解析
を通じて生層序，古生態，古環境変動や海洋事変の
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解明に重点を置いている.いままで本講座出身の多

くの微古生物研究者が国際深海掘削計画に参加する

など海洋底堆積物の微化石研究に貢献してきた.ま

た国内外の陸上セクションの研究にも力を入れ，総

合生層序の確立にも努めている.電子顕微鏡による

微細構造の研究，微化石抽出法の改良などもレパー

トリーのうちに含められる.
高柳，長谷川，海保が中生代・新生代の主として

小形有孔虫を，石崎が主として新生代の員形虫を専

門にしている.

1990年日本開催予定の「底生有孔虫国際会議」の

推進役になっており，古生物学会の「化石」の編集

にあたっている.

卒業，修了生の就職先
学部(理学士) :毎年15名前後の卒業生がいて，大

学院進学者が増加傾向にある.主な就職先は，石油

開発調査関係，地質コンサルタント，地熱関係，官

公庁，教員，鉱山，土木建設など.

大学院修了(理学修士，理学博士) :石油開発調査

関係，教員，公務員，研究職など.

教室組織，設備などの概要
組織

理学部地学系 9講座中の 3講座;地質学講座，

地史学講座，古生物学講座:各講座の構成;教

授 1 ，助教授 1 ，助手 2 ， (非常勤講師毎年
2 名程度)，講座共通:技官 3 (石工室 2 ，標

本写真室 1 )，事務官 2.
学生，院生定員

学部 15(昭和64年度より 16) ，大学院博士課程前
期課程 6 ，同後期課程 3.
出版物

東北大学理科報告(地質学) Science Report of 
Tohoku University, 2nd Series (Geology), 
東北大学地質学古生物学教室邦文報告(共に年
1-2 回出版)，理科報告特別号 (Special Volｭ

ume) (現在までに 6 巻h出版された不定期出版

物). 
主要設備など

標本類(登録点数約20万)， TEM, SEM, X線
回折装置，ソフト X線写真撮影装置，粒度分析

装置，三軸圧縮機，重力計，ピトリナイト反射

顕微鏡，残留磁気測定装置，東北大学大型計算

機センタ一端末，微化石(珪質，石灰質)処理室，

大型化石処理室，車 2 台など.
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恒竺宇空」 学会の改革に向けて:日本古生物学会将来検討委員会報告

本学会では，学会の運営の改善と学会活動活性化

の諸方策を検討するため，評議員会の議にもとづき，
1985年総会の承認のもとに，学会の将来検討小委員

会を設置しました.具体的検討にあたっては，この

委員会に運営改善小委員会と学会活動小委員会が設

けられ(化石， 40号掲載の学会記事参照)，以来それ

ぞれ独自に審議が進められてきましたが，両小委員
会とも 1987年総会を前にして成案をまとめるに至り

ました.これを受理した評議員会では，二つの答申

内容をできるだけ速やかに審議して，実現可能なも

のから具体化する方針を確認し，取りまとめのため

の作業委員会を発足させました.このことは1987年

総会に報告されましたが，同時にこれら答申内容が

全会員に周知され，実行案策定に当たって会員の意

見が広く反映されるよう，ここに両委員会の報告を

掲載する次第です.会員諸兄姉の活発な討論を期待

いたします.作業委員会は 6 月中旬までに結論を出

す予定なので，報告に対するご意見はできるだけ早

く，古生物学会常務委員会庶務委員あてにお寄せく

ださい

日本古生物学会将来検討委員会学会運営改善小委員会報告

1.はじめに

日本古生物学会は，昭和10年 (1935年)に設立され

てから，古生物に関心を持つ人々の研究成果の公

表・意見交換の場として，わが国の古生物学の発展

に重要な役割を果たしつつ，昭和60年，創立50周年

を迎えた.

この間，会員数は発足当時の約280名から 700名以

上に増加し，出版物も初期の『日本古生物学会報告

紀事(欧文)~から現在の三種にまで達し，さらに年

会・例会等の会合も一回に数日を要するなど，ます

ます大型化するに至った.このように学会活動が活

発になり，それに伴い学会に対する会員の要求が多

様化し，会務の量が増加の一途をたどるなかで，学

会の運営は50年前の発足当時とさして変わらぬ規模
と方式で行われてきた.それにもかかわらず，これ

まで学会活動が円滑に続けられて来たのは，一部の

会員の“滅私奉公"的な奉仕があったためであるこ

とは，内情に触れる機会を持った会員のだれもが認

めるところである.過大な負担を一部の会員に負わ

せながら続けられる学会活動は，それ自体学会を破

綻に導く多くの要因をはらんでいるばかりでなし

これら運営にあたる会員に対しては，往々にして“独

裁"や“学会の私物化"という非難が浴びせられ，

実情に疎い会員の学会ばなれを導く原因ともなりか

ねない.

本運営改善小委員会は，学会運営の現状のレビュー

を出発点として，鉱物学会，粘土学会，あるいは第四

紀学会等，古生物学会と類似の規摸の学会の運営方針

などを参考にしつつ，この一年間，運営方法の改善を

検討してきた.以下はそれに基づく答申である.

2. 答申の骨子

運営改善小委員会で得られた結論を要約すると，

次の如くである.この結論に至った討議の過程につ

いては，第 3 節以下で詳述する.

A. 評議員の数を現行の15名から 20名に増す.但
し選挙方法については現行の方式を踏襲する.

B. 会長の任期は，多くの人が会務を分担し，出
来るだけ新風を吹き込むという点から， 2 年

を限度とするのが望ましい.

C. 常務委員会

現行の常務委員会の構成および係の分担を
踏襲する.但し，常務委員会の開催について

は，評議員会が基本方針を審議し，各係の長

により多くの運営の実務を委託することに

よって，年 2~3 回で済ませられるようにす

るのが望ましい.各係の長は評議員の中から

選出され，常務委員会の構成メンバーとなる.

a. 庶務および会計係

庶務係の長は，東京圏(千葉，埼玉，横浜を

含む)に在住する者(以下在京者という)の中

から選出し，その任期を 2 年とする.学会事

務センターに業務の委託を続ける限り，会計

係の長も在京者が望ましい.

b. 外国庶務，行事，および会員係

係の長は，在京者である必要は無い.年会・
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例会の運営は，主催地の意向を重視し，主催

地主導的に組織・運営する.
c. 報告紀事・化石・特別号編集係

三種の出版物について，編集の業務を地方

に分散することができ，係の長は，在京者で

ある必要は無い.

D. 会務実施方法の明文化
常務委員会の業務分担の項目，業務実施方

法の大綱についての明文化が必要である.ま

た評議員会の構成，会の成立の条件・議決に

関する規則が必要で，このなかには，評議員

会に珍ける議決権の代行は一人一票であるこ

と，議決は多数決か，あるいは何分の一以上

の賛成をもって成立するか，等の規定を含む.

E 学会の出版物
三種の出版物に，それぞれ編集委員会を設

立し，これを常務委員会に直結する.

F. 学会運営のアセスメント
会員の聞に，われわれの学会であるという

意識を積極的にかん養すべきである.

3. 評議員会・常務委員会の役割と構成
会則によれば，評議員会は学会の方針を具体的に

立案し，実際の運営方法を決定することが主たる任

務であり，常務委員会はそれを実施する機関である.

ところが現実には，基本方針を常務委員会が立案し，

評議員会(および総会)の了承を得て常務委員が実施

する，という形になっている.また細かな(と判断し

た)問題については，常務委員会が対応し，評議員会

の事後承認を得るという方式をとっている.それに

は，評議員会を度々聞けないこと，聞いても全てに

わたって討議・検討し，決定する時聞が無いことな

どの理由があり，また評議員15名のうち，会長を含め

た 9 名 (60%) が常務委員として執行部を構成してい

ることも，このような実務運営方式を生み出した一

因かとも思われる.

このようなこれまでの運営方式にたいして，次に

述べる幾つかの点で問題が現れてきており，改善が

必要である.

a. 第 4 節で述べるように，常務委員会には 8 係
があり，うち 6 係は現在，在京評議員に委嘱されて

いる.評議員の当選者のなかで，在京者は通常 7~8

名で，しかも過去数回の選挙ではこの数が固定化し，

在京評議員はほぼ必ず常務委員となるという仕組み

になって来ている.このために，常務委員の固定化

と，特定の人への負担の長期化，それに伴う老齢化

とマンネリ化が起こっている.一方，評議員以外の

会員にとっては，それがあたかも“東京独裁"にも

見え，その結果として一般会員の不満の増大に伴う
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無関心と学会離れの傾向を生みだしている.

これらの問題に対する解決策としては，評議員の
定員増と常務委員会業務の地方分散の二つが考えら

れる.現在15名の評議員の定員を， 20~25名に増員
することによって，若い在京の評議員を増やし，交
代で常務委員となることも可能となる.常務委員会
の業務の地方分散については，行事・会員係等は，

ある程度の事務能率低下を覚悟すれば，東京圏外で

も引き受けることが可能である.但しこの時には，

常務委員会の聞き方，意志の決定方法，業務内容等

についての再検討が必要となる.本小委員会はこの

二つの解決策について，次のように検討した.

b. 評議員の定員増

鉱物学会，粘土学会等，古生物学会と類似の規模

の学会と比較すると，現行の15名の定員は余りにも

少ない.また，評議員会が常務委員会のチェック機

能を果たすという両委員会の関係から考えると，常

務委員として執行部を構成する評議員が，評議員

全体の過半数を越すということは異常な姿と考え

られる.しかし一方では，評議員は“学会の顔"と

して一つの名誉職であり，それだけ厳選された人が

なるべきだとする考え方もあり，安易にその数を増

やすべきではないという意見も強く出された.また，

人数の単なる増加は無任所の人の数が増えて，評議

員会の運営そのものにも影響するという懸念も発言

された.さらに，常務委員会の顔ぶれの固定化・老

齢化を考慮すると，評議員の被選挙者に年齢枠を設

けて，積極的に“若い世代"の評議員の当選を図つ

てはという議論もなされた.しかし，この案では選

挙制度の改正が必要となり，実行可能なことを出来

るだけ早く着手するという，本小委員会の設立の趣

旨に反することとなり，選挙の方法は現行どおりと

するという意見に達した.また世代の交代は，時間

とともに確実に進むことであり，へたな作為によっ

て期待とは反対の方向に進むこともあり得るという

指摘もなされた.

これらの討論を踏まえて，本小委員会は，評議員

の数を20名にすることを進言したい.

c. 常務委員会の業務の地方分散

現行の常務委員会の係の中で，幾っかを除いては，

全て各地に分散することが可能であるというのが，

本小委員会の結論である.その内容については，第
4 節で詳しく述べる.地方分散を図る際の留意事項
として，二つの指摘がなされた.第ーは，会の業務
の運営細則の明文化と諸記録の保存である.ただ，

日常の業務の細部にわたる明文化は当然不可能であ
り，また諸記録の保存は，庶務係・書記の負担を著
しく増大させるという点で考慮が払われるべきであ

る.第二は，いわば常識的なことであるが，委嘱さ
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れた人が役職を卒なく全うしてくれるかという危慎

である.これは，人を見て選ぶより方法が無いであ
ろう.

4. 常務委員会の諸係と業務の運営

常務委員会には，現在次のような係が設けられ，

10名の委員がいる.この中で 8名は評議員で， 2 名

は会長が委嘱した評議員以外(*を付した者)の委員

である.

1. 庶務係

2. 外国庶務係
3. 会計係

4. 行事係

5. 会員係

6. 報告紀事編集係
7. 特別号編集係

8. 化石編集係

委員 l 名 + 幹事 2 名

委員 1 名 + 幹事 I 名

委員 1 名 + 幹事 1 名

委員 l 名 + 幹事 3 名
委員 1 名 + 幹事 2 名

委員 2 名 + 幹事 2 名
委員 2 名事+ 幹事 I 名

委員 I 名(十兼任者 1) 

+幹事 l 名
この 8 係の中で， 6 係は在京者に委嘱されてきた.

すでに指摘したように，このことが運営上の問題と

なっていることから，本小委員会は，次のようにそ

の解決策を検討した.

まず上記の 8係は，学会の運営上，最低必要なも

のであることを確認した.さらに各係が立案した案

件(当然常務委員会の議を経て)が，評議員会で審

議・議決されることを考慮すると，常務委員会の各

係の長は，評議員であることが望ましい.これらの

条件を踏まえて，各係の運営方法について以下の如

く考える.

なお，各係は小委員会をつくって複数の人員で分

担・運営されても良いが，庶務係，会計係のように，

一人が全体を掌握する必要のある業務にとっては，

このことは必ずしも業務の簡素化にはならないと判

断した.
1. 庶務係:係の中で，最も負担が多いものと考

える.したがってその任期は 2 年に限るのが望まし

い.但し 1 期休めば再任は可能と考える.係の長は，

会長の側にいる必要は無いが，文部省や学術会議と

連絡を保つ必要があり東京圏外に係を移す.と，東京

に別に連絡係を置く必要が生じ，仕事の効率が一週
間程遅れることが危↑具される.この係は東京圏内に

置くのが妥当である.
2. 外国庶務係:地方に分散して問題の無い係

と考える.
3. 会計係:学会事務センターに業務を委託す

るかぎり，支払いの許可の印を与える必要があるこ

と等を考えると，東京圏が望ましい.

4. 行事係:地方に分散可能と考える.もともと

年会・例会は主催地の意向を重視して，そこに実行・
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運営委員会を設け，主催地主導的に計画・運営され

るのが望ましい姿であろう.しかし，学会として，
長期プランニングや，全ての会を通した統一性を考

える必要があるから，係の長は評議員である必要が

あると考える.また行事係は，人手が不足していた
り経験が不充分な開催機関に協力・助言する責任が

ある.年会・例会を開催地が中心となって運営出来
ることを，運営細則にもりこむことも良いと思われ

る.

5. 会員係:地方に分散して問題が無いと考え
る.入退会および会員名簿作成というのが，主な仕

事の内容である.前者の業務は，評議員会の審議事
項であるから，常務委員会の審議を経る必要がある

が，評議員会は年に 2 回聞かれるだけであるから，

年 2 回の集計と常務委員会の審議で運営が可能であ

る.また名簿(和文:英文名簿の必要はないと考え

る)は，事務センターのメーリングリストを利用すれ

ば，名前，発送先の住所のリストは簡単に得られる.

所属の追加が必要であれば，その部分だけパソコン

を使えば良いと考える.

6. 報告紀事編集係:地方に分散して問題の無

い係と考える.ただし，印刷を現行どおり，東京で続

けるなら，編集担当者を 1 名，東京に置くと便利か

も知れない.

7. 特別号編集係:現行のままで特に問題は無

いと考える.

8. 化石編集係:現行のままで特に問題は無い

と考える.化石の編集業務を現在の地から他所に移
すことが可能であることについても，確認がなされ

た.

このように，各係を地方に分散した場合，当然の

ことながら，係の長によって構成される常務委員会
弘これまでのように頻繁に聞き，全員が集まって

意見交換の上決定するということが，不可能となる.
常務委員会の聞き方，意志決定の方法などについて

再検討が必要となる.しかし，各係の長に，より多

くの意志決定や実務運営についての判断をまかすこ

とによって，学会の運営は可能と考える.一つだけ

問題が残るのは，学会の長期計画である.年数回の
常務委員会では，長期の計画の立案は難しく，長期

の計画を考える機能をどこかに作る必要がある.

5. 会長の権限について
会則では，総会，評議員会の議長は，会長がつと

めることになっている.また常務委員会の議長も会

長がつとめている.これらのことは，会長は強力で

広範な権限を持ち，会の運営に形式上も実務上も責

任を持つことを意味している.他の学会では，必ず
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しもこれほどの権限は与えられていない.しかし，

会長が独断で議事の変更が出来るようになってはい

ないことを考慮すると，現行のままで問題は無いも

のと判断した.会長の任期については，多くの人が

会務を分担し，なるべく学会に新風を送り込むとい

う精神からすると， 2 年を限度とするのが望ましい

と考える.

6. 学会業務実施方法の明文化
学会には，これまで運営のための細則が無く，主

として慣習によって運営されてきた.学会の運営を

地方に分散する際には，業務分担の規定，業務引き

継ぎのための議事録の作成と諸記録の保存が必要と

なろう.さまざまな日常業務の細部にわたる明文化

は，不可能であるが，職務分担を明らかにする細則

は必要と考える.また，評議員会の構成，会の成立

の条件，議決権の代行の際の票の数，会の議決の票

の数などについては細則の明文化が必要である.

7. 各種出版物の編集業務について
a. 各出版物について，少なくとも 6~7 名程度

からなる編集委員会を設け，出版実務を行うほか，

editorial board あるいは standing committee of 
referee としての活動を行う.編集委員長は常務委

員となる. 3 名の編集委員長は，必要に応じて合同

委員会を聞いて，出版物聞の調整その他を行う.

b. 各出版物ごとに定める編集・出版規定が，それ

ぞれの出版物の目的に応じて異なるのは当然である

が，投稿者の便宜を考え，また混乱を防ぐために，

各種手続き，編集委員会の権限，文献引用のスタイ

ルなど，統ーが可能な項目はできるだけ統一するこ

とが望ましい.

c. 印刷費の軽減のために，印刷(特に plate の印

刷)方式の変更，印刷所の変更も考えるのが良いと思
われる.印刷所の変更に際しては，本会側の出版業

務が停滞することのないよう，充分な配慮が必要で

あろう.
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8. 学会事務センター
学会事務センターへの業務の委託については，決
して不満なしとはしないけれども，現状では，代替

案が見当らない.投稿原稿の扱いについてはセン

ター経由ではなく，編集長へ直接送る方式に改めら

れるべきである.

9. おわりに

本小委員会は，学会の運営の現状の分析から出発

して，幾つかの間題についてその具体的な改善案を

提示した.これらの多くは，賛同が得られれば，す

ぐ実行に移せるものである.

なお，討論の過程において，二つの課題が指摘さ

れた.一つは，会員の広い層に“我々の学会である"

という意識をいだかせ，学会の発展に積極的に参加

してもらう努力が欠けているという指摘である.そ

こには，会員への情報の伝達の方法に一層の工夫を

こらすべきだという要望があると同時に，会務の分

担をより広い層に呼び掛けることによって，学会員

の聞に“我らが学会"という意識を呼び覚ますべき

だという問題提起がある.これには，「化石」にもう

少し情報を入れるとか，学会の年会において“学会

のポスター・セッション"を設けるとか，一年の聞に

出版された古生物関係の論文を陳列すること等が考

えられる.

第二は，学会の安定した財政基盤の確立である.

財政問題は，本小委員会の検討課題ではないが，学

会活動の根幹である出版活動は，経済的な裏付けな

しに維持することは不可能であるから，なんらかの

機会に検討が加えられることが望まれる.

本答申の主旨が，全ての会員に理解され，提案が

実行に移されることによって学会の運営が改善され，

学会の一層の発展へと寄与することを切に望む次第

である.

(運営改善小委員会:池谷仙之，斎藤常正，高柳洋吉，鎮

西清高，野田浩司，山口寿之)
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日本古生物学会将来検討委員会学会活動小委員会報告

1.はじめに

日本古生物学会は，昭和10年 (1935年)，日本地質
学会の部会として発足し，“古生物学及びこれに関す

る諸学科の進歩を助け，斯学の普及を図る事"を目

的として設立された.以来今日まで日本古生物学会
は，わが国の古生物研究の中枢として大きな役割を
担い，昨年(昭和60年)創立50周年をむかえた.

化石第37号(創立50周年記念号， 1985年)に掲載の
学会史年表に見る通り，第二次世界大戦の混乱期を

経て，年と共に会員数が増加し，現在賛助会員13社，

名誉会員11名，特別会員224名，普通会員437名，在

外会員42名，計727名を数える一大学会に成長してい

る.本学会創立をさかのぽって， 100年余の長い歴史

をもっわが国の古生物学の研究は，学会諸活動を通

じてさらに充実の度を加え，自然史学の一分野とし

て，確固たる位置を占めるに至っている.

この間，先達の努力によって，古生物学各分野の

研究者が育成され，日本及び近隣諸国産の化石に関

する研究業績が蓄積されてきた.これらの研究は，

化石の記載と分類を主体とし，わが国の化石層位学

の発展にも大きな貢献をしつつ進められ，その伝統

は，今日まで引き継がれている.

このように，わが国の古生物学の研究は，地質学

と表裏一体となって，互いに依存しながら発展して

きた.言い替えれば，化石は地層を構成する堆積物

であると考える立場での研究が主流を占めてきた.

しかしながら，地向斜造山論が衰退し，プレート

テクトニクス理論による構造発達史が編まれている

中にあって，地質学を背景とする古生物学(とくに古

気候学，古地理学など)は，新たな局面をむかえてい

る.

一方，近年における古生物学関連分野，特に遺伝
学，生態学等の近代生物学の進展は著ししこれら

の研究に呼応して，化石を過去の生物として取り扱

う視点での研究(生物学的古生物学)が台頭し，これ

が現在の古生物学の世界の趨勢となっている.加え

て，科学技術の急速な進歩は，古生物の研究手法に

も大きな影響を与え，古生物学はまさに変革の時代

を迎えている.

振り返ってみると，生物学，地質学，地球物理学

等の古生物学をとりまく周辺科学の転換期は， 1960 
年代にあったことがうかがえる.これに対応するよ

うに， 1967年に，現在 IPA機関誌となっている

Lethaia が創刊され， 1975年には，米国古生物学会か

ら Journal of Paleontology に力日えて， Paleobioloｭ

gy が刊行された.このような新しい Journal の刊行

は，世界の流れの反映と言えるであろう.また，米

国における古生物学研究の中心的存在である

Smithsonian Institution において，古生物学部門名

を Paleobiology と改めたことも，古生物学研究の

流れを強く表しているものとして注目される.

本学会は，以上の内外の情勢を見据えながら，今後

の研究活動を進めていく事が肝要であろう.研究活

動が学会諸活動の中で最も重要であることは論をま

たないが，学会はこの他にも，今後促進していかな

ければならない多くの課題をかかえている.特に，

学会の次の世代を担う若手研究者の育成，底辺拡大

のための古生物学の教育と普及，巨大科学の陰に隠

れた自然史科学の興隆のための役割等は，学会活動

として欠かせない問題である.本学会には，これら

の課題全般にわたって，総合的な活動が要求されて

いる.

以上，わが国の学会史を通じての現状と問題点を
認識し， 21世紀にむけての生き生きとした魅力ある学

会のあるべき姿を追求し，その活性化を図ることは，

我々学会員の大きな責務であろう.

本学会活動小委員会は，この一年間学会活動全般

にわたる問題を取り上げ，現状を踏まえつつ，今後
の学会活動の方針と展望について討論を重ねてきた.

以下はその答申である.

2. 出版活動について
現在，日本古生物学会には，日本古生物学会報告

紀事(欧文) ，特別号(欧文)，化石の三つの出版物が
刊行されている.これらは，それぞれに長い伝統を

もち，報告紀事は欧文による原著論文，特別号は一

つのテーマに関したモノグラフ的論文，化石は1983

年からは和文機関誌として原著論文のほか，討論，
各種情報交換などの発表の場として，数々の貴重な

業績が蓄積されて今日に至っている.申すまでもな

く，出版活動は学会諸活動のなかで，最も重要なも

のであり，その活動内容の充実は，学会の大きな課

題である.今後のより一層の発展のために，現状を
分析しつつ将来の望ましいあり方を展望する.

上記三つの出版物については，学会活動としての

一貫した方針のもとに，さらに内容の質的向上を図

る方策が考えられるべきであろう.特に，学会誌掲

載論文の質的な問題を直視して，今後の発展を考え

るとき，編集のあり方はきわめて大きなウエイトを

占めていると言わなければならない.これまでの編

集業務のよく機能してきた面をさらに充実させてい

くことは勿論であるが，次に述べるいくつかの点で，
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改善あるいは検討の余地があると思われる.

現在，例えば，報告紀事の編集は. 2 名の編集委
員(co-editor) と若干名の幹事によって行われている.
限られた人数の編集者の労力と編集に費やす時聞は

大きしこれから益々負担の増加が予想される.本
小委員会は，この問題を含めて編集全般にわたって

検討した結果，以下の具体的試案を提唱する.

a. これまでの制度を見直し，評議員会の下に学会

の出版物全体に関わる編集委員会を設け. editorial 

board をより一層機能させる.委員会は，例えば 3 出

版物担当の各 2 名に若干名を加えて構成し，メン

ノfーは必ずしも評議員に限ることはない.選考は評

議員会が行い，メンバーの中から委員長一名，副委

員長一名を選出する.

b. 編集の実務は，現行のシステムで 3 つの出版物

それぞれで行われるが，編集委員会は相互の緊密な

連絡を保ちながら，出版・編集方針や年次計画の検

討のほか，学会の名において出版する特別出版物に

ついても，その企画や内容の吟味を行う.また，優

れた原稿の発掘，歓誘にも努める.

c. 現在の体制では，報告紀事の場合，常務委員の

中から編集委員が選出されているが，編集委員の任

期は，常務委員の任期 (2 年)よりも長い方が望まし

いことを考慮すべきである.したがって，編集委員

の選出は，常務委員の選出とは独自に行い，編集委

員会の代表が常務委員会に加わる制度を検討する.

d. 編集委員の任期は. 4 年程度とし，再任を妨げ
ない.但し，編集方針の持続性を考えると，各委員

の任期はずらした方がよい.

A. 日本古生物学会報告紀事
(1)掲載論文内容の質的問題について

日本古生物学会報告紀事は. 1951年 New Series 

として刊行されて以来，本年 9 月には143号を数える

に至っている.その内容は，わが国各地の化石種の

記載及びその時代考察が主流を占めてきた.これら

の論文は，わが国の古生物分類及び化石層位学的研
究を大きく発展させ，日本列島の地史解明のうえに，

重要な役割を演じてきた.

しかしながら，一方において多くの論文は，ローカ

ルな興味をこえての普遍性に乏ししこれまで一般
の関心，特に外国の研究者の関心を呼びうるものが

少なかったように思われる.この事は. Palaeontoloｭ

gy, Journal of Paleontology, Lethaia といった国際
誌掲載の外国人による論文中に，報告紀事の論文の

引用される回数が非常に少ない事でも示されている.

外国の研究者の関心イコール国際的とは単純に言え
ないが，公表されている論文数が多いにもかかわら

ず，引用される機会が少ない事は，一考すべき質的
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問題を内蔵している.

報告紀事は，古生物学会を代表する機関誌であり，
掲載論文の質的向上は学会のバロメーターでもある.

現在の会員総数727名のうち，在外会員は42名(研究
機関を含む)である.これに外国の購読 (48機関)を含

めても，その割合は約11%で必ずしも高いものでは
ない.報告紀事が他の国際誌と肩をならべる内容を

もち，アジアを代表する古生物学の中心的存在とし

て自他共に認める内容の学会誌となるよう努力が必

要である.

従来の伝統を引き継いで，地域的 fauna や flora

の記載は，基礎的研究として今後も必要であろう.

しかし，これらの研究と同時に，投稿する学会員一

人ひとりが，各自の分野におけるテーマの一般性，

普遍性を常に考えながら研究を進め，その成果を本

誌に投稿することが望ましい.さらに，現在外国誌

に投稿している第一線の研究者も，自信作をこぞっ

て報告紀事に投稿し，本誌のレベル向上に努めるべ

きであろう.

先に述べたように，報告紀事が今後国際的により

高い評価を受けるには，掲載論文の質的充実が不可

欠である.このためには，論文の採否，レフェリー

制のあり方が最重要課題としてあげられる.投稿論

文の内容は，旧来のわが国の記載分類，化石層位学

的研究指向に加えて，今後さらに多様化していくこ

とが予想される.例えば，古生物学的視点、から興味

のある現生生物の研究，及び分岐分類学等を背景と

した古生物学的研究も増加していくであろう.この

ような点に対処しつつ，掲載論文の編集にあたって

の委員会の望ましい方針を以下に列挙する.

a. レフェリー制度をより一層明確にし，機能させ

る. 1 投稿論文に 2 名のレフェリーをおく.レフェ

リーは学会員に限る必要はない.場合によっては，

今後外国人の専門家にレフェリーを依頼するケース

も生じるであろう.

b. 但し，レフェリーによって，論文採否判定の厳

しさに大きなアンバランスの出てくることは好ましく

ないので，現在 Lethaia や Journal of Paleontology 

が採用している様な，レフェリーのための論文評価

細目を設ける.論文の普遍性，国際性についてもレ

フェリーの評価を徴することが望まれる.

c. 将来国際誌としての報告紀事を考えるとき，投
稿資格のある研究者をどこまで広げるかは，編集委

員会の検討すべき課題となるであろう.単純に，国

際的に投稿を勧誘すると，外国の一流国際誌に採択

されなかった原稿や，出版事情の悪い国の研究者か

らの原稿が殺到することも予想されるので，慎重な

対応が望まれる.

d. 最近の国際昔、の傾向にならって，冗漫な原稿に
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対して，大幅な修正，縮小，簡潔化を図るのはもち
ろん，図版写真，図表が不適当な場合は，修正ない
し取り替えを要求すべきである.
(2) 報告紀事の体裁について

以下の事項は，報告紀事の体裁全般に関する事柄

である.今後評議員会で検討が望まれる事項を列挙
する.

a. Lethaiaや Paleobiologyが採用しているよう

に，論文の plate を text-figure として，本文中に
入れる.この方法は，ページ数，印刷費の上からも

節約ができる.また，従来の記載論文とは異なった
スタイルの論文の増加にもつながると思われる.

b. 雑誌の印刷方式を変える.現在のネオコロタイ

プと上質紙でのオフセット印刷は，経費や本文仕上

がりの点で感心しないので，全体をアート紙にする.

同じアミ印刷でも， Lethaia のような印刷が，わが国

でもできないか検討する.

c. 現在の雑誌名は長すぎて内容とそぐわないの

で，もっと短く，オリジナリテイのあるタイトルに

変更すべきである.適当な名前を募集し，現在の雑

誌名は，残すとしても副題でよい.

B. 特別号

特別号も報告紀事と同じく，学会の基幹となる出

版物である. 1951年第 1 号が刊行され，今日まで25

号を数えるに至った.特別号は， Lethaia の姉妹編

Fossils and Strata や，英国の Palaeontological

Associationから出ている Special Papers in Palaｭ

eontology に刊行のスタイルが似ており，その内容

も誇りうる論文を多く含んでいる.一般に論文の

ページ数が限定されている雑誌が多い中で，大作を
投稿できる機会のあたえられている事は，学会員に

とって，大きな励みであり，また支えともなって

いる.今後，特別号をより一層充実したものにする

ために，次の諸点について問題点を指摘する.

a. 報告紀事同様，特別号も掲載内容の質的充実が
最も大きい課題であり，優れた原稿を集める事が肝

要である.これまで，モノグラフ的研究が特別号の

重要な部分を占めているが，今後，普遍的，国際的

な興味をもたれる内容とすべく，一層の努力が必要

であろう.単なるローカルな化石群の記載について

は，特別号の出版の意義を考え，掲載の採否を慎重

にすべきであろう.また，シンポジウム等の特集も、

圏内にとどまらず，本学会が関連する国際シンポジ

ウムの特集号も企画の中に組み込まれるような長期

的対策が望まれる.

b. 報告紀事同様，レフェリー制度の確立と編集委

員会が機能することが望ましい.特別号は本学会の

出版活動として，他の出版物と共通の目的をもって
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いることを考えれば，相互の編集委員の聞に，より

緊密な連絡を持つことが必要であろう.

c. 特別号への投稿論文数は，極めて少ないのが現

状である.学会員は誰でも同じ条件で応募できる事
を，もっと周知させる事が望ましい.特別号は文部

省の刊行助成金によって出版されているが，当局の

援助を今後共，継続して得るためには，特別号への

投稿を多くし，質的に誇りうる内容をもった出版物
とすることが基本的に重要と思われる.

d. 特別号の存在を，国外にもっと周知させること

が大切である.従来の報告紀事中の広告のほか，継

続購読の拡大や，その他の方策，例えば，本学会が

IPA の一員であることから，その機関誌 Lethaia に

出版物の PR を掲載する事などが考えられる.

c. 化石
“化石"は， 1960年，本会の創立25周年を機に第

一号を刊行以来，今年で40号に達している.従来は，

古生物学会の年会の折などに開催されたシンポジウ

ムの講演や討論を中心に収録され，学会の不定期刊

行物として出版されてきた. 1983年からは，邦文の

学会機関誌として年二回発行されるようになった.

しかし，近年における状況の変化から，学会とし

て“化石"のもつ役割や性格をより明確にする必要

性が生じている.例えば，古生物学普及の面から，

“化石"がどのように位置づけられるかという点等

について，検討されるべきであろう.以下は，本委

員会の“化石"に関する意見である.

a. 報告紀事，特別号同様，レフェリー制を確立さ

せ，編集委員会がより機能する事が望ましい.

b. “化石"は，研究の面と古生物学普及の面の双

方をそなえた機関誌とする.

c. 研究面では，従来通り，シンポジウムの総括の

他，邦文の原著論文，総説，テクニック等を扱い，

普及面では，アマチュア向けの内容として，古生物
研究や，化石に関する新しい情報，化石の解説，各

地の同好会活動の紹介等を扱うものとする.アマ

チュアをどう認識するかは，議論の別れるところで

あるが，“化石"を購読する古生物学志向の人が対象

であることから，自ずからその範囲は限定されるで

あろう.

d. すでに化石友の会が発足しているが，こうした

古生物学志向のアマチュアの購読者層拡大を大いに

図るべきである.しかしながら，本来優先して考え

られるべき“化石"の編集方針が，経済的事情を追

いかけるような状態は好ましいとは言えない.学

会の切迫した経済的事情はよく理解できるが，今
後の出版に関する学会活動に際しては，この点で十

分な配慮を望みたい
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e. 学会記事など本会関連ニュースは，主に“化石"

に掲載しているが，その速報性を高めるためには，

現行の 6 月および12月の発行時期の見直しが必要で

あろう.定例評議会が， 1 月末および 6 月に開催さ

れることから，この後すみやかに発行することを考

慮すべきである.

3. 年会，例会について
前述の通り，日本古生物学会では年と共に会員数

が増加し，これと同時に個人講演数も増えて，年会，

例会が盛会になって来ている.この個人講演数の増

加は，古生物学発展の指標であり，学会活動の活発

さを見る一つの尺度でもあろう.また，講演内容が

多岐にわたってきている事は，古生物学の周辺の広

がりや厚さを示唆していると考えられる.

かつて，例会は，年に 2-3 回以上開催されてい

たが，昭和59年からは評議員会で検討の結果，年 1

回にされ，そのかわり年会，例会の一層の充実が図

られている.また，近年の傾向を見ると，ポスター

セッション，公開講座，夜間集会，特別講演やシン

ポジウムなど多くの企画運営がなされて来ている.

本委員会は，年会，例会の一層の活性化を図るた

め，以下の細目についてそのあり方を検討した.

A. 年会，例会の開催回数，開催時期

シンポジウム，特別講演などを除くと，近年の個

人講演数は年間100-150程度である.これは，現行

の年会と例会それぞれ 1 回で対処できる数であると

判断される.年会の 1 月 2 月の 2 -3 日間，例会

の 6 月頃の 2 日間開催は，従来通りでよいであろう.

B. 年会，例会の開催地のローテイション
東京を中心にして北と南に交互に開催地を選定し
ている現行のままで良い.但し，特定大学，研究機

関に開催地が偏り，負担が集中しない配慮が望まれ

る.なお，会員の地域分布に応じて，開催地のロー

テイションを考えることが望ましい

c. 年会，例会での個人講演のあり方
(1) 現行の個人講演は、質問，討論の時間が非常に

少なくなってしまう傾向が顕著である.講演時間の

一律15分制が良いかどうか，今後検討の余地がある

と考えられる.討論が盛り上がった講演については，

座長の判断で，質問，討論時間を 5 分程度延長でき

るようにする事が望ましい.
(2) 座長は，現状では単なる進行係と大差ない.国

際会議等における座長のあり方に照らし合わせて，

また上述の (1) の問題点から考えて，座長の権限をよ

り大きくし，講演を盛り上げるための裁量に自由度
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を持たせると良い.

(3) 行事委員は，講演会のプログラム作成の際に，

前もって座長を決定し，望ましい座長の役割を学会

員に周知させる.

(4) 個人講演の申し込みに際して，その講演の質的

内容が，学会としてふさわしくないと判断される時

は，学会本来の目的に鑑み，講演取り消しの説得を

するなど，積極的な対処が好ましい.但し，学会で

の講演は，会員の基本的権利であるので，慎重な対

処をすべきである.

D. 会長講演，特別講演

これらの講演は，現行通り維持させていく事が望

まれる.但し，特別講演については，前年度学術賞

受賞者に限る事なしその時々に応じて人選，テー

マなどを考えるのが好ましい.特別講演者を，会員

の希望を取り入れながら，外国人を含む会員以外に

求める事も考慮されてよいであろう.

E. 海外国際会議出席報告

学会を代表して出席した国際会議の報告は必要で

あるが，学会員が自主的，個別的に参加した会議に
ついては，「化石」などに報告文を掲載する程度に

し，年会での報告は省略して良い.但し，学会とし

て重要と判断したものや，普遍性のあるものは積極

的に組み入れるべきである.

F. シンポジウム

これまでのシンポジウムでは，話題が放散してし

まう事が多く，議論が相互に噛み合わなかったり，

目的とした討論から外れてしまう事が見受けられた.
今後とも，シンポジウムの開催は継続して行くべき

であるが，企画にあたってはコンビナーの工夫が一

層必要であろう.テーマについても，特定の研究分

野に限る事なし研究方法や概念等も含め，幅広く

学会員の興味と研究の今日的状況を考えて選定する

事が望まれる.また，シンポジウムの全体討論を活

発にするためには，指名討論者の積極的な発言が不

可欠で，コンビナーが前もって議論の主旨などをよ

く周知させておく事が望まれる.

G. 夜間小集会

近年，総合研究の連絡打ち合わせ，特定研究分野

による検討会(Workshop)や，勉強会のために，開催

地機関の協力を得て，夜間の集会が持たれている.

これらの企画は今後益々多くなることが予測される

が，学会としても経済的，精神的な援助を進めて行

くことが好ましい.特に，最近企画運営されている

若手研究者による集会が，大きく育っていくよう学
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会からの積極的な援助が望まれる.

H. ポスターセッション

年会，例会においては，個人講演だけでなく，ポ
スターセッションの活用を積極的に呼びかけて行く

事が望まれる.但し，本学会では，ポスターセッショ
ンの採用導入が最近のため，場所の設定や説明時間
の指定など，改良すべき点があると考えられる.特
に，展示場所については，講演会場と同等の配慮が
望まれる.また，講演予稿集にも，個人講演と同等

の扱い方をすべきである.

1. 講演プログラムの組み方

プログラムは，どのような組み方をしても，参加

者全員の満足のいくものを作成する事は難しい.現

行の組み方をしばらく続け，適宜学会員の意見を取

り入れて行くのが適当と考えられる.但し，学会と

して一つの一貫した方針は持つべきで，プログラム

担当者が変わるごとに，その組み方が変更される事

は好ましくない.今後，参加する講演区分をあらか

じめ定めておき，講演者が選択できるシステムも検

討されてよいであろう.

J. 講演予稿集
現行の通りでよいと思われる.

4. 普及活動
学会活動の中で，古生物学の普及も今後さらに発

展させるべき課題の一つである.但し，一口に普及

と言っても，学会が行う普及であることを常に念頭

においてすすめる必要がある.具体的には，普及と

関連した出版活動，普及講演，ショートコースなど

が考えられる.

A. 出版活動
既に述べたように，“化石"は邦文による研究発表

の場であるとともに，古生物学の普及という役割を

持っている.その対象は，研究者を目指す学生，大

学院生から教師，古生物学や進化に関心のある地質
関係の職場に勤める人などが含まれる.そのほか，

小中学生，高校生，家庭の主婦など広い階層を対象

としては，現在準備されている“古生物事典"や“化

石の科学"などの普及書の刊行があり，同様の書籍

の出版は今後も出来得る範囲ですすめていくことが

望ましい.
B.普及講演
総会や例会の折りに，従来の学術講演のほか，一

般の人を対象とした普及講演を行うことは，社会教

育や生涯学習の場を増やすことにつながる.今後，
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機会があれば，わかりやすい内容で各人の専門知識
を生かした話題やトピックスをこの場で解説し，多
くの人に古生物学の面白さと重要性を理解してもら
うよう努力する.

c. ショートコース
ここで提唱するショートコースは，将来の古生物

学を担う人を対象とするもので，学会の企画として

有意義であり，テーマおよび講師の選択を考慮すれ
ば，十分定着するものと予想される.以下に，その

具体的内容を提案する.

(1) ショートコースは，古生物学共通の話題，最新

のトピックス，特定の専門分野，関連諸分野(生物

学，地質学など) ，博物館におけるキュレーテングの

あり方などをテーマとして，基礎知識や専門分野の

研究の現状と問題点等を身に付けることを目的とす

る.

(2) 参加者は，古生物学研究を志向する学生，大学

院生を主体とするが，現在既に研究に従事している

研究者や，古生物同好者も自由に参加出来るものと

する.

(3) 開催の時期は，春休み，夏休み，学会の前後等

が考えられるが，費用や日程において，出来るだけ

多くの希望者が参加できるよう配慮する.

(4) 開催の場所は，経費のかかることを考え， (3) と

同じく十分な配慮、が望ましい.具体的には，当番校

を決め，東日本と西日本で交代で行う.

(5) ショートコースは，あくまでも勉強会であるこ

とから，従来学会で行ってきたシンポジウムとは異

なるものであることを徹底させる.

(6) ショートコース開催にあたっては，主催者と講
演者が協力してプレプリントを作成することが望ま

ししその作成にあたっては，学会として経済面を

含めて出来うる限りサポートする.なお，その良い

見本としては， 1985年に米国古生物学会がスポン

サーとなって，フロリダで行われた軟体動物に関す

るショートコースのプレプリント (Univ. of Tennesｭ

see から出版)が挙げられる.

(7) ショートコース開催については，基本的には常

務委員会の行事係が担当し，テーマおよび講師の選

任，依頼を行う.但し，テーマや講師については，

学生や学会員の希望が取り入れられるような機会を

持つ.

5. 標本(特に模式標本)の保全
わが国において，近代的な古生物学の研究が始

まったのは明治前期であった.以来今固までに，分

類記載された生物，古生物の種属は莫大な数にのぼ
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り，今後も古生物学的研究のある限り，標本は年々
増え続けることになる.これらの研究に用いられた.'
あるいは今後用いられる標本のうち，とりわけ新種

新亜種の提唱に関わる模式標本は，わが国の古生物

学研究の歴史をつぶさに物語る極めて貴重な資料で

あると同時に，今後の研究の発展に不可欠な資料で

もある.

本来，模式標本は言うに及ぱず，研究に用いた標

本は，それぞれの研究者の責任において，公共の大

学，研究機関に保管し，後進の研究者がいつでも研

究，再検討できるような体制が整えておかれるべき

性質のものである.しかしながら，わが国の大学等

の研究機関における(模式)標本収蔵保管の現状は，

多くの場合理想から遠く隔たっていると言っても過

言ではない. (模式)標本保管の現状は，現在次の三

つの場合に大別できょう.

1. 分類学的研究の伝統のある大学研究機関で，研

究者数が多く. (模式)標本保管の意義および重要性

の認識が継続的であり，世代が代わっても標本が安

全に保管される事が期待できる場合.

2. 研究者が少なしその所属機関全体として(模

式)標本に対する認識が薄く，当該研究者が退官ある

いは転出後，標本散逸の恐れがあり，保管の責任体

制が十分でない場合.

3. 研究者個人が自宅に(模式)標本を保管したり，

化石蒐集家が研究者と共同で研究した標本を，蒐集

標本の一部として自宅等に収蔵している場合.

lの場合. (模式)標本管理において，見かけ上問題

は無いように見えるものの，実態は必ずしも満足す

べきものとは言えない.各機関に必ずしも模式標本

室のスペースや恒常的なキュレーターのポストが望
めない現時点では，研究者自ずからある程度の時間

と労力を割いて，標本の保全対策をこうじる必要が

あると思われる. (模式)標本管理上より深刻なのは，

2 および 3 の場合であろう.これらの場合，一切院者，

ー研究機関のみでは対処しきれない問題を含んでい

る.古生物学会自体は，偲々の大学における標本の

管理責任に直接は関係ないが. (模式)標本の散逸は，

学会，学界としても大きな損失であり，このままの

状態を放置すれば，将来に大きな禍根を残すことに

なろう.

(模式)標本保管の重要性を認識すると共に，日本

における現状を憂え，実状を把握してこれに対処す

べく，現在一部の研究者グループによって，いくつ

かの分類群に関し，総合研究等による実態調査が開

始されている.学会はこれらの活動に協力すること

が望ましいが，学会としても，個別に(模式)標本の

安全な管理のために，長期的展望にたって積極的な

対策をこうじる必要があると考え，以下にその具体
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的方策を提案する.

1. 評議員会(あるいは常務員会)の下に，数名から

成る(模式)標本保管対策小委員会を常置する.

2. 小委員会は，アンケート調査等により，標本管

理の実態および問題点、を把握する.

3. 小委員会は，上述の2および3の場合において，

標本保管上の助言を与え，研究者が標本管理上不安

を持つ場合は，必要に応じて収蔵能力のある大学や

研究機関(博物館)との仲介を務める.

4. 小委員会は，模式標本を所有している化石蒐集

家に対して，その公的意義に関する啓蒙を行う.

6. 賞
本小委員会における検討事項の中では，最も異論が

少なく，「現行通りでよい」とされたものの一つであ

る.従来通り，表彰規則は折りに触れ会員に周知さ

せること，および受賞者の選考にあたっては，賞の

公平を期することが望ましい.特に，論文賞，学術

賞受賞者決定に際しては，古生物学的研究には，息

の長い論文が多いという特性を十分に踏まえて，賞

の委員間で，より実質的な討議が行われるよう要望

する.

7. ワーキンググループ
特定のテーマについて，大学，研究機関の枠を越

えた会員グループによって行われる活動は，日本の

古生物学の発展に寄与しうる根元的活動の一つであ

るとの認識にたち，最近評議員会において決定され

た，「日本古生物学会ワーキンググループ暫定規定」
を支持する.但し，この規定は学会員に周知させな

ければならない.

8. 自然史科学の発展と古生物学会の役割
地球科学・生命科学は. 1960年代以降革命的とも
いえる大きな発展を遂げてきた.わが国の大学にお

いても，この発展に呼応して，自然科学地学系・生

物系の学科の新設や増設，さらに研究所の設立が

次々に行われてきた.このこと自体は大いに喜ばし

いことであるが，こと自然史科学とくに古生物学分

野からみる時，決して楽観できない事態が生じてい

.る.

古生物学は，地球科学と生物科学をつなぐ重要な

接点に位置し，関連科学の理論・手法の発展の影響

を受けて，その内容は大きく変わってきた.伝統的

な記載・分類研究とその地質学的応用が発展する一

方，過去の生命現象と地球環境に関する研究の対象

と課題は著しく革大し，多くの新しい研究手段が導
入されるようになった.また，本学会の会員数の動

向を見るまでもなしこの学問に関心を持つ市民や，
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これを専攻する研究者数は著しく増加している.在

来の大学における古生物学関係の組織の規模では，
到底多様化した研究・教育に対応できないことは明 l 
らかである.

現実をみると，地球科学関係学科の新増設はあっ
ても，古生物研究者の定員増は極めて少なし相対
的には著しく縮小されてきている.以前から存続し
ている古生物学関係の講座を含めても，わが国の広

義の地質学関係の学科の中で，古生物研究者は僅か
5%に過ぎない.この割合は，欧米先進国のそれと

比較して著しく低い.大学によっては，そのカリキ
ュラムの中に古生物学に関連する科目がほとんど見ら

れないこともある.研究を進める上に不可欠な大学

博物館の施設やキュレーターのポストにいたっては，

ほとんど皆無の状態である.研究ポストの不足も甚

だしく，全国で多数の優秀な若手の古生物研究者が
職を得られない状況がますます深刻な問題となって

いる.

近年のこのような傾向は，古生物学のウエイトが

一般に軽視されていることを意味するが，同時に古

生物研究者自身の新しい発展への対応が極めて不十

分であったと反省される.高度成長への「乗り遅れ」

を取り戻すことは容易ではないが，各研究者だけで

なく，学会としても一般社会および身近な周辺科学

の研究者に対して，古生物学の地球科学・生物科

学における重要性を認識させ，魅力ある近代科学

としての評価を定着させる努力が不可欠であろう.

学会の行う古生物学の普及活動もこの目的に沿うも

のであって欲しい.

一方，近年日本各地の地方自治体においては，自

然史関係の博物館の建設が相次いで実現し，古生物
関係の標本キュレーティングと社会教育が行われる

ようになったのは，誠に喜ばしいことである.学会

としては，これらの機闘が古生物学の底辺を大きく

広げることを期待するとともに，積極的にこれらの

機関の発展に協力し，一般の古生物学への関心が一

層高まるよう支援することが重要であろう.

古生物学は，元来国際性の強い学問であり，国際

間の交流・協力によってレベルが高められる.学会

としては，これまで行ってきた以上に会員の国際交

流を支援し，進んで外国の古生物学関係の学会との

交流を深める必要がある.

古生物学をとりまく社会情勢は誠に厳しいものが

あり，どれーっとっても一朝一夕に片づく問題では

ない.しかし，研究者個人だけでなく，学会のよう

な組織が危機感をもって新しい局面に対処しなけれ

ば，巨大科学や時流に乗った応用科学との格差は広
がるばかりである.ここに取り上げる問題は，いず

れも学会内の合意だけでは打開出来ない性質のもの
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であるので，具体的な活動方針を提案することは差

し控えるが，学会としてつねに方策を考え，関係者
に積極的に働きかける必要のある差し迫った課題で
ある.

A. 国際交流

近年多くの日本の古生物学研究者が国際的に活躍
するようになったが，わが国の古生物学界はまだま

だ国際性に乏しい.本学会が国際学会を自認し，ア

ジアを代表する学会を目指すのであれば，先進国・
開発途上国の関連学会との交流を大きく発展させ，

出版物の交換の充実，情報交換，招待講演，人物の
交流，見学旅行，共同研究などを促進するよう努力

する必要がある. 1992年に予定される IGC はこのよ

うな交流を大きく発展させるよい機会であろう.

B. 古生物の研究所の設立について

古生物の研究所は，過去20余年にわたって設立が

望まれている，学会懸案の研究所である.昭和41年

学術会議第47回総会において，古生物研究所の設立

案が承認され，東北大学付置の， 9 部門・ 1 施設か

らなる共同利用研究所として政府に勧告された.

その設立要求の趣旨には， (1)次々に開発される新

しい物理・化学・生物学的な理論・技術を取り入れ，

常に現代的な見地で古生物の研究を行う必要がある

こと， (2) このような進歩にともなう関連分野の分化

と発展は，あまりにも急速で多岐にわたっており，

それらの成果を的確に消化吸収して，古生物の研究

に反映させることは，すでに研究者個人がなしうる

能力の限界を越えていること， (3)境界領域の課題と

して，新たな研究体制を組むことの必要性が年ごと

に高まっていること，がうたわれていた.

遺憾ながら，設立準備にあたった委員会の多大の

努力にもかかわらず，この古生物研究所は実現をみ

るに至らず，その後の社会情勢の変化もあって，当初

の研究所設立案は見直しを余儀なくされた.しかし，
その設立の趣旨自体は現在なお生き続けている.

昭和55年，学会に古生物学の研究所計画小委員会

が新たに設立され，翌昭和56年，装いを変えて国立

進化古生物学研究所(Institute of Evolutionary 
Paleontology)の設立構想が提案された.この研究所

は，三つの研究系からなり，それぞれの系は三つの

研究部門をもって構成された.

1.進化過程研究系

第 l 研究部門古生物種分化論

第 2 研究部門進化傾向論

第 3研究部門古生物絶滅論
2. 古生態・古生理研究系
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第 4研究部門形態解析論
第 5研究部門古生理・古生化学
第 6研究部門古生態学

3. 地質古生物研究系
第 7研究部門化石化作用論
第 8研究部門古生物地理学

第 9研究部門古生物年代学

この案は，自然のありのままの姿とその生い立ち

の理解が現代社会に極めて重要であることを説き，
世界における古生物研究の趨勢と将来を考慮、しつつ，

わが国の古生物学の一層の発展を意図したものであ

る. (設立趣旨と研究組織の詳細は化石31号41-46

ページ参照).
本研究所設立には，今日なお好余曲折があって，

その実現への見通しは必ずしも明るいものではない.

しかし，研究所の設立は，現在も会員一人ひとりが

切望していることに変わりなしその設立への努力

は焦眉の急務である.本学会は，進化古生物学研究

所の早期実現に向けて，今後とも強い要望の表明を
行うと共に，関係当局へのねばり強い働きかけを続

ける必要がある.

最近の社会情勢を見るとき，本研究所の実現には

長期を要することも考えられるので，たとえ計画小

委員会のメンバーが交替しでも，設立への要望が確

実にかつ継続的に伝達されていくよう，特に評議員

会に配慮をお願いしたい.本研究所が学会員に等し

く聞かれたものとなるよう，また学会員の総意が反

映されたものになるよう，関係各位に望みたい.

c. 一般社会に対する古生物学の重要性の強調
古生物学をとりまく社会情勢が厳しいものである

ことは先に触れた通りであるが，これを抜本的に改

善するには，研究者各人が独創性・普遍性に富む優

れた研究を行うと共に，古生物学の重要性を一般社

会および周辺科学の研究者と関係当局に強く訴える

必要がある.この重要性は古生物の研究者には自明

であっても，必ずしも外部に対して歯切れのよい説

明ができているとは思わない.一般大衆に対しては，

例えば現在編集中の「化石の科学」のようなイラス

トを中心とした分かりやすい冊子で，化石がどのよ

うに実社会に役立ち，思想に潤いを与えているかを

説くことが有効であろう.専門研究者や関係当局に
は，これに加えて，「なぜ現代科学において古生物の

研究は重要かつ緊急なのか」筋道の通った説明を考

える必要がある.このような外部への説明を行うた
めに，学会は衆知を集めて行動することが望まれる.

逆にこれが出来なければ，現在直面している問題，

例えば，オーバードクター問題，標本保全の問題，
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研究所設立の問題など，を大きく進展させることは

困難であろう.

D. 学会聞の協調
地球科学の枠を越えて，全学問分野の中で考える
とき，古生物学を含む自然史科学の基礎的な研究分
野は，多くの共通した問題をかかえている.研究費，
研究施設，研究ポストなど，あらゆる面で巨大科学
や時流に乗った応用科学に比べて不足しており，そ

の陰にかくれて，フィールド・標本に根ざす自然史

科学は相対的に縮小を余儀なくされている.自然の
理解が人聞社会にとって，極めて重要であるとの認

識は高まっているが，現在の個々の研究機関，研連，
学会には現状を打破して，自然史科学を他の先端科
学なみに発展させていく力に乏しい.ナチュラルヒ

ストリーは博物学から自然史科学と訳語を変えてみ

たものの，時代遅れの学問というイメージは一般に

は拭い去られていない.この誤解を解き，格差を縮

小するために，現代科学としての自然史科学を志向す

る研究者の声を広く結集して，大きな力となる組織
が必要であろう.その具体的方法については，ここ

では触れないが，例えば古生物学会がイニシアチプ

をとって，他の関係学会に働きかけることが望まれ

る.

9. おわりに

以上，学会活動全般にわたって，今かかえている

問題点と今後の展望について述べた.本小委員会は，
学会の今後のあるべき理想的姿を常に念頭におきつ

つも，実行困難な単なる理想は避けて，現状を分析

しつつ，現実に見通しの立ちうる諸問題に焦点をあ

てて議論を重ねてきた.この中には，学会としてす

ぐ対処すべき，短期間に解決できる問題と，息長< , 
ねばり強く進めなければならない長期的課題の両方

がある.後者には，古生物学の研究所設立，自然史

科学興隆のための古生物学会の役割等，学会の活力

とステータスを問われる諸問題がある.これらに対

して，積極的かつ継続的に学会の意志を反映させて

行くためには，研究活動，教育普及活動を通じて，

常に次の世代の研究者の育成に意を払うべきであろ

っ.

学会活動には，財政的裏付けが不可欠である.今

後，学会員，化石友の会会員の増加，出版活動等に

よって，経済的に支障なく，本答申の内容が生かさ

れるよう望みたい.

最後に，本答申の主旨が，学会員に等しく理解さ

れ，賛同を得て，学会の今後の活性化に役立つこと

を念願するものである.

(学会活動小委員会:阿部勝巳，植村和彦，小笠原憲四
郎，棚部一成，速水格，森啓)
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学 .6.. 
3ミ

定例評議員会(旧)議事録

昭和62年 1 月 29 日， 10:00 -13:00 静岡大学理学部
A棟204室( 2 階大会議室)
出席者:棚井会長，鎮西，花井，浜田，長谷川，速

水，猪郷，糸魚川，木村，小高，森，小畠，斎藤，
高柳

委任状:亀井(代:鎮西) 書記:冨田，加瀬

報告1. 常務委員会報告

〈庶務> (1) 6 月の評議員会後， 4 回の常務委員会で

通常業務を処理.
(2) 5 学会懇談会で，昭和62年度科研費審査委員を

次のように推薦することになった:地質学第二段

木村達明君(小畠郁生君)，層位古生物学第一段小

沢智生君，浜田隆士君(棚部一成君)，地質学一般

第一段蟹沢聴史氏(原郁夫氏)，また，第二段審査

委員について，次回(昭和63年)には地質学一般の

専門家を推薦することを了解事項とし，申し合せ

文書第 2 項の解釈にあたっては，専門を交Eにす
ることが第一義的で，地質学会・古生物学会の意

向の尊重はこの枠内で考慮されるものという共通

認識が得られた.

(3)評議員選挙開票結果:鎮西，浜田，長谷川，速

水，猪郷，糸魚川，亀井，木村，小高，森，小畠，

斎藤，高柳，棚部，棚井.

(4)科研費「研究成果公開促進費」昭和61年度実績

報告書を 338p.で提出.昭和 62年度計画調書を

336p.，約227万円の補助申請(調書形式が従来と異

った点は， 59, 60年度の海外誌での引用件数と上位

3 誌名を書くこと，最新年度決算書を添付するこ

と) .特別号は No. 29 (Kotaka, ed.) が交付額172

万円， 348p., 11月 25日発行 r化石」は NO.40 (6 

月)， No. 41 (11月) ，各62頁を刊行.
〈行事> 1986年年会・総会: 61年 1 月 31 日一 2 月 2

日 東北大学理学部・戦災復興記念館で開催(参会者

182名) ，シンポジウム「古生物の系統分類に関す

る諸問題J :第135回例会61年 6 月 14， 15日 北九州

自然史博物館分室で開催(参会者103名)，シンポジ

ウム「秋吉石灰岩層群石炭紀化石群J : 1987年年

会・総会62年 1 月 30日一 2 月 1 日 静岡大学理学

部および静岡商工会議所会館で開催;第136回例

会 6 月 20 日， 21 日 福井県立博物館の予定.

く報告記事> No. 141-No. 144 まで発行.掲載論文
数18篇，総頁 338p.，うち図版56枚，インデ、ソクス

ロ
u

z
=目 事

9p. を含む.現在手持ち論文数16篇で，うち編集作

業終了した論文 4 篇，査読中 4 篇，本人修正中 2

篇.短篇多く， 1 年分にはやや不足につき，会員

諸氏の積極的な投稿が望まれる.

く特別号> No. 29 小高民夫編集による 22名の論文を

含んだ JapaneseCenozoic MoJluscs-Their Oriｭ
gin and Migration-348pp. を 61年11月 25日付で

刊行した(定価10000円).文部省補助金として 172

万円使用: No. 30 については原稿募集中で締切
は 3 月 31日.応募要旨については144号の541頁参

照: Bibliography (1981-85出版の論文)の刊行
については，報告記事の 143号， p. 476-478およ
び「化石J 41号， p.52-54に原稿募集の記事を掲

載したが，集まりが悪いので締切を延期.

く化石> 1986年中に， No. 40, 41 の 2 冊を 6 月， 11

月に刊行.それぞれ論説 2 篇ほかを含む計62頁.

次の予定は No. 42 ( 5 月)で論説 1 篇ほかを含む.

2. 賞の委員会報告
12月 18日に開催.慎重審議の上，次の候補を推薦

することにした.

論文賞松居誠一郎:五城目一男鹿地域の大

桑一万願寺動物群の貝化石群集(報告記事，

No. 139, 140) 
学術賞 八尾昭:本邦中生代放散虫の分類

学的・生層序学的研究.
3. 学術会議・古生物学研連報告

学術会議関係のニュースは同会議広報委員会よ
り発行の「日本学術会議だより」を「化石J 40号

以降随次掲載することにした. 61年 4 月 23， 24 日

に第100回総会， 10月 22-24日に第101回総会が開
催されて，運営細則に関する内規が制定され，ま

た，「国立代用臓器開発センター(仮称) Jの設立勧

告および大学院の充実等を中心とする学術研究の

推進に関する要望等が行われた.

古生物学研連は61年 6 月 23日と 12月 18日に開催

され， IPA 分担金，国際会議への代表派遣候補者

の推薦，古生物の研究所計画， IGC 日本開催計画

への対応， International Geosphere-Biosphere 
Programme への対応等の諸問題を審議した.

4. 古生物学研究所検討小委員会報告

研究所案を新しく練り直したあと，学界有力者

など各方面の諒解を求めてきた.昨年学術会議の

改組後，同会議による勧告が出始めた.文部省

筋の話では，時節柄実現困難とはいえスクラップ
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アンドピルド方式で成功した例もあるということ

で，今後も実現しやすい方向の模索を続けていく

必要がある.
5. 以上の業務のほか， IGCP・246 シンポジウム「新

第三紀における生物の進化・変遷とそれに関連す

る事件」を共催予定，また第 2 回 ESR 年代測定国

際シンポジウムを協賛し，「東アジアの先ジュラ紀

造構史」の国際集会(IGCP 224 国内世話人:市川

浩一郎)を後援した.
審議1. 会員関係

会員の総数(昭和62年 1 月 29日現在)

名誉会員 10名

賛助会員

特別会員

13 

234 

普通会員 456 

在外会員 42 

計 755名
次の諸君の入会，及び特別会員への推薦が認められ

た(敬称略). 

「入会者」

本山功，田口栄次，東洋一，小嶋智，上野勝

美，村上汐理，佐々木隆，斎藤茂，鹿島薫，森

田寛一，解良正利，解良康治，若松尚則，菊地正昇，

金沢謙一，上野光(16名). 
「特別会員」

安達修子，阿部勝巳，天野和孝，岡田尚武，小野慶

一，海保邦夫，指田勝男，秋山哲男，竹谷陽二郎，

八回明夫，松居誠一郎，山崎純夫(12名)

1986年度中の逝去者

須内郁夫，横山次郎(名誉会員) (2 名)

2. 論文賞・学術賞については，賞の委員より推薦要

旨の説明があって，論議されたのち，原案通り認

めた.

3. 1986年度決算報告が審議承認された(別項参照)

4. 報告記事につき， 4 月に出る号から印刷方法を
変えて経費の節約を行う(全頁アート紙とし，

Text-fig., Plate とも同一紙質とする)ことを認め
た.これに伴い，すでに投稿ずみの論文でもレイ

アウトの再調整が必要.

5. 運営改善小委(斎藤委員長)と学会活動小委(森

委員長)より，それぞれ答申に関する説明があっ

た.このような事柄が議論されているということ

が大事なので，会員に周知されるよう，そのまま

「化石」に掲載することを決定した.

6. Working Group on Cretaceous Stratigraphy 

(代表者:斎藤，事務局高知大田代)を設置する

ことになった.その目的は， 1988年ワシントンに

おける IGCP課題 Commission on Stratigraphiｭ

cal Boundary of Coniacian to Maastrichtian に
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むけての我が国としての対応.具体的には極東の
白亜系模式地としての総まとめ.
7. 日本古生物学会50周年記念出版物「化石の科学」
(朝倉書店)の原稿はすでに編集をほぼ終えて書店
側に手渡しずみという現状報告があった.

定例評議員会(新)議事録
昭和62年 1 月 29 日， 13:45 -17:00 静岡大学理学部

A棟204室 (2 階大会議室)
出席者:鎮西，浜田，長谷川，速水，猪郷，糸魚川，

木村，小高，森，小畠，斎藤，高柳，棚部，棚井.

委任状:亀井(代:鎮西) 書記:冨田，加瀬

1. 新会長の選出:投票により木村達明君と決定し

た.

2. 常務委員:互選の結果，次のように決定した.な

お特別会員の中から常務委員若干名(りを加えた.

小畠(庶務) ，速水(会計) ，猪郷・斎藤牟(編集)，棚

部(行事) ，鎮西(会員)，浜田(外国庶務)，高柳・
鎮西(化石) ，柳田'・坂上事(特別号). 

3. 会計監査の選出:池谷仙之君を選出した.

4. 賞の委員の半数改選:投票の結果，長谷川善和・

鎮西清高の両君が選出された. 1987年度の賞の委

員は，木村会長のほか上記 2 名および斎藤常正・

小畠都生の 5 名で構成される.

5. 学会の将来検討委員会答申:これについて評議

員会として検討を進め， 6 月評議員会に具体案を

提出できるように吟味する委員会を作ることにな

り，下記の 7 名が選出された.

斎藤・鎮西・森・速水・猪郷・柳田(または坂上)・

小畠

6. 1987年度事業計画および予算を審議し承認した

(別項参照). 

7. 古生物学研究所検討小委員会については，花井

委員長のもとに継続して，今後も実現化し易い方

向を模索する.委員構成については花井君に一任.

1987年総会報告

昭和62年 1 月 30 日， 16:30 -17:30 静岡商工会議所

会館大ホール参会者93名
1. 上記の新旧評議員会の審議事項を中心とする報

告などを諒承した.総会次第は次の通りであっ

た:1.開会， 2. 会務報告， 3. Bibliography につ

いて， 4. 報告記事の印刷形式の変更， 5. 学術会
議・研連等報告， 6. 学術賞・論文賞授与， 7. 1986 

年度決算， 8. 新会長挨拶， 9. 1987年度事業計画お

よび予算案， 10. 閉会.
2. 学会賞推薦文

1986年度日本古生物学会論文賞

松居誠一郎君: Recurrent molluscan associations 

of the Omma-Manganji fauna in the Gojome・
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Oga Area, Northeast Honshu. Parts 1 and 2. 
日本古生物学会報告紀事，新編， No. 139, pp. 149-
179, No. 140, pp. 225・239， 1985. 

大桑・万願寺動物群は，鮮新・前期更新世に日本
海域に生息した底生軟体動物群である.松居誠一郎
君はこの論文において，秋田県中部，五城目・男鹿
地域の288地点から得られた大桑・万願寺タイプの軟
体動物化石群を対象に，その産状および層序的分布
を調べ，群集区分を行なった.その結果，砂質から

泥質にわたる多様な岩相中に， Palliolum , Nucuｭ
lana, Acila-Turritella , Macoma tokyoensis , Proｭ
tothaca , Thyasira bisectaの 6 群集型が存在するこ

とを示した.ついで，含化石堆積物の含泥率と，そ

の相対堆積深度を，それらの生息環境の指標として，

これらに対する各群集型の分布を論じた.また，

Acila・ Turritella群集の特徴種である Acila nakaｭ
zimai と Turritella saishuensistß， 実際にはほとん

ど共存しない原因を，水深及び含泥率の変動と温暖

な表層水の流入とで説明することに成功した.

群集古生態学においては，正確な層序，詳細かっ

的確な産状の観察，構成種の正しい判定が，合理的

な群集処理とともに必要不可欠な基礎として要求さ

れる.その過程を経て認定された群集を，化石とは

独立に復元された古環境との比較，あるいは他の解

析に用いるべきである.松居君はこの論文の中で，

凝灰岩鍵層による対比に基礎を置く確実な層序のう

えにたって，計画的なサンプリングと露頭における

産状の観察をおこない，構成種の再現性にもとづい

て群集区分をおこなった.そしてこれを古環境の指

標としての含泥率と，相対深度とに対して比較をお

こなっている.またこの論文には，産出した軟体動

物化石について詳細な分類学的検討と記載が附され

ている.ここで区分された群集型はその後の松居君

自身の研究や他の研究者の調査によって広く日本海

沿岸各地でも認められ，群集区分の有効性と，それ

が大桑・万願寺動物群の研究に重要な手がかりにな

ることが確かめられつつある.
このように，この論文は，基本に忠実な群集古生

態学的記載の典型とも言えるものであり，かつ，得

られた成果はこの分野の今後の研究に資するところ

大なるものがある.論文に附された詳細な種の記載

もこの古生態学的論文の意義を高めている.よって

日本古生物学会はここに松居誠一郎君に論文賞を贈

り，今後の一層の発展を期待する.
1986年度日本古生物学会学術賞

八尾 昭君:本邦中生代放散虫の分類学的・生層序
学的研究

1970年代末から 1980年代の初めにかけて，日本列

島の形成史，とくに中生代当時に関する考えは大き
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く変化した. 1960年代までは，ほとんど古生代の地
層が分布しているとされていた日本列島の多くの地
域から， 1970年代になって三畳紀のコノドント化石
が発見され，さらに放散虫化石の研究が進むにつれ

て，その大部分の地域にジュラ紀の地層も分布する

ことが明らかになった.これら新事実の発見によっ

て，日本列島形成史は大幅に書き替えられることに

なった.八尾君は，日本の中生代放散虫の分類およ

び生層序学的研究のパイオニアとして，精力的に研

究を進め，この新しい日本列島形成史の成立に大き
く貢献した.

同君の研究は，紀伊由良地域の秩父累帯および犬

山地域の美濃帯に属する，それまで“上部古生界"

と考えられていた地層から，中生代型放散虫化石を

発見したことに端を発した.まず，犬山地域の放散

虫化石の綿密な分類学的検討と群集組成の詳細な記

載が試みられた.その成果は Spongosaturnalids，

cyrtoid radiolarians，および NasseIIaria を扱った

一連の論文のなかで，新分類群の提唱となって現れ

た.彼はこれらの論文において Cyrtoid radiolaｭ

rians の殻の表面に発達する pores の配列様式の詳

細な検討から，ジュラ紀中期の帯区分に重要な

Unuma , Protounuma の 2 属を提唱した他， Sponｭ

gosaturnalids および NasseIIaria についても，世界

の研究者に広く評価される基礎的な分類体系を樹立

した.このような詳細な分類学的検討が可能となっ

た背景には，八尾君と共同研究者による，珪質岩か

らの放散虫化石の分離法の完成が挙げられる.フッ

酸とアルカリで交互に処理することによって，微細

な殻構造をとどめた遊離個体を岩石から分離すると

いうユニークな方法は，日本各地の多彩な硬質岩相

からの放散虫化石の発見を可能にした.

ついで，同君は秩父累帯および美濃帯の三畳系・

ジュラ系の放散虫化石層序を検討し，両系中に 11の

放散虫群集が認められるという，重要な知見を学界

にもたらした.このように，八尾君の研究は，放散

虫の分類学的研究，中生代放散虫の生層序区分，秩

父累帯の地質構造の解明の三点を巧みに組み合わせ

て，日本列島の地質構造の解明に大いに貢献し，古

生物学を地質学的諸問題の解決に応用することに多

大の功績があったと考えられる.よって，日本古生
物学会は，ここに学術賞を贈り今後の一層の発展を

期待する.

3. 下記のような1986年度会計決算， 1987年度予算

案を審議し承認した.

1986(昭和61)年度一般・特別号会計決算報告

(1) 一般会計は，学会事務センター扱分と常務委

員会扱分の両者をあわせである.

(2) 1986 (昭和61)年度，正会員および特別会員の
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会費納入状況がきわめてよくなかった.一年以

上会費を滞納すると，出版物の送付が自動的に

停止される(学会事務センターのコンビュータ

ー操作による).よって会費を滞納しているか
たは，至急滞納分 [1987 (昭和62) 年度を含む]
を納入されたい.毎年，滞納分の督促のため，
10万円以上の事務費がかかっている.常務委員会

では，会費の値上げを極力抑制するよう努めて

いるので，会費納入について格別のご協力をお

願い申し上げる(会費は前納が原則). 

(3) 予定外の寄付金，および予想外の50周年記念

品の売上げがあった.
(4) 支出について

a. 会誌は予定のページを越えて出版した.
b. 会誌送料は，報告・紀事 no. 144 分が未払い

である.

c. 通信運搬費は予算による支出見込みが過小

であった.
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d. 業務委託費には，評議員の選挙費用94，280

円が含まれている.

e. 前項3) による収入の一部を将来検討委員会
(学術運営改善および学会活動小委員会)費に
充当した.この委員会の答申は本号に全文が
印刷されている.

t 雑費のうち，論文賞受賞者に授けるメダル(3
~4年分)作製費120 ， 800円が含まれている.

なお収入のうち利息の決算額が予算額を下まわっ

ている理由は，郵便定期預金としている基金の一部
340万円を解約せず，したがって解約利息を受領して
いないことによる.

現在の学会基金額は下記のとおりである.

住友信託銀行預託分 1，600，000 円
郵便定期預託分 3，400，000 円

立替金 100，000 円

計 5， 100，000 円

一般会計決算

収入の部 予算額 決算額 支出の部 予算額

前年度繰越金 1 ,452 ,273 1,452 ,273 会誌発行費 6 ,220 ,000 
会費収入 会誌送料 433 ,600 
正会員 3 ,071 ,000 2 ,560 ,000 通信運搬n 200 ,000 
特別会員 1,789 ,000 1 ,662 ,000 諸印刷費 470 ,000 
賛助会員 450 ,000 465 ,000 業務委託費 1,350 ,000 
外国会員 275 ,000 255 ,829 将来検討委員会費
「化石友の会」会員 306 ,000 国際交流補助金

会誌・パ・ックナンバー売上 1 ,300 ,000 1 ,523 ,031 雑費(内訳下欄) 453 ,000 
報告・紀事刊行助成金 1,370 ,000 1,370 ,000 予備費 446 ,886 
広告料(化石) 170 ,000 次年度繰越金
国際交流寄付金 944 ,400 
その他の寄付金 530 ,670 
利息 250 ,000 84 ,935 
50周年記念品売上 215 ,075 
報告・紀事著者負担金 400 ,000 
仮受金など(センター扱) 178 ,965 
雑収 400 

収入計 12 ,118 ,578 支出計

雑費(支出)内訳:振替手数料5 ， 920，庶務経費20 ， 000，編集費60 ， 000，謝金60 ， 000 ，

名簿編集費30 ， 000 ，総会・年会・例会会場費200 ， 000，国際古生物学連合 (IPA)

会費11 ， 106，学術賞・論文賞36 ， 300，消耗品39 ， 420，講師謝金20 ， 000，慶弔費

13 ， 000，販売促進費21 ， 000，論文賞メダル120 ， 800，その他27 ， 000.

決算額

6 ,723 ,680 
374 ,030 
535 ,577 
431 ,450 

1,533 ,209 
463 ,200 
946 ,000 
664 ,546 

446 ,886 

12 ,118 ,578 
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特別号会計決算

収入の部 予算額 決算額 支出の部 予算額 決算額

特別号先上げ 1,643 ,000 952 ,567 特別号(29号)印刷費 3 ,290 ,000 2 ,892 ,000 
出版助成金(29号) 1,947 ,000 1 ， 720 ，∞o 編集費(謝金) 40 ,()i)0 40 ,000 
利息 90 ,000 57 ,816 販売i，'b盆費 50 ,ùOO 26 ,030 
前年度繰越金 1,557 ,642 1,557 ,642 事務費 70 ,000 52 ,520 

次年度繰越金 1 ,277 ,475 

収入計 4 ,288 ,025 支出計 4 ,288 ,025 

一般会計予算

収入の部 予算額 支出の部 予算額

前年度繰越金 446 ,886 会誌発行費 6 ,397 ,830 
会費収入 会誌送料 433 ,600 
正会員 7 ， 000円 X464名 XO.96 3 ,118 ,000 通信運搬費 550 ,000 
特別会員 8 ， 500円 X234名 XO.97 1,929 ,330 諸印刷費(名簿を含む) 410 ,000 
賛助会員 15 ， 000円 X30口 450 ,000 業務委託費 1,500 ,000 
外国会員 275 ,400 将来検討委員会費ほか 420 ,000 
rit沼友の会」会員 3 ， 000円 X200名 600 ，∞o 国際交流補助金 400 ,000 

会誌・パ・ソクナンバー売上げ 1,300 ,000 雑費 (592 ,000) 

報告・紀事刊行助成金 1,370 ,000 振替手数料 12 ,000 
広告料(化石) 180 ,000 庶務事務費 20 ,000 

国際交流寄付金 400 ,000 編集費(r化石」を含む) 80 ,000 

その他の寄付金 200 ,000 謝金 100 ,000 

利息 250 ,000 総会年会・ Wtl会会場費 200 ,000 

総会年会・例会参加費 600 ,000 IPA会費 15 ,000 

報告・紀事著者負担金 300 ,000 賞関係費 40 ,000 
消粍品費 50 ,000 
その他 75 ,000 

予備費 716 ,186 

収入計 11 ,419 ,616 支出計 11 ,419 ,616 

特別号会計予算

収入の部 予算額 支出の部 予算額

特別号売上げ 1,500 ,000 謝金 40 ,000 
利息 45 ,000 販売促進費 50 ,000 
前年度繰越金 1,277 ,475 4i-務雑費 80 ,000 

30号ほか出版準備金 2 ,652 ,475 

収入計 2 ,822 ,475 支出計 2 ,822 ,475 
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1987(昭和62)年度一般会計・特別号会計予算

(1) 収入について

(a.) 本年度予算は，会費が完全に納入されること

を前提として組み立てられているので，会費納

入について格別のご協力をお願い申し上げる.

(b.) r化石友の会」は昨年 4 月に発足し，会員数

は昨年度予定数の100名を越えた.本年度は200
名を目標とする.斯学の普及と，「化石」の購

読層を拡げるため，よろしくご協力下さい.

(c.) 本年度から，総会年会および例会に際し，学

生・院生・研究生・「化石友の会」会員について

は，受付において 1，000円，その他の方々につい

ては， 2，000円の参加費をいただくことにした.

なおプレプリントは受付において無償で差し上

げる.
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(2) 支出について

(a.) 昨年度の将来検討委員会の答申を尊重し，こ

れの実現を期するための新しい委員会を組織し

た.

(b.) 年 2 回の評議員会に，幹事 2 名の出席を

依頼し，会のお世話や記録の仕事をしていた

だいている.これら幹事のかたには，従来無償

でお願いしてきたが，あまりにもお気の毒な状

態にあるため，本年度より，一泊分の宿泊費を

補助することとした.支出の欄の「将来検討委

員会ほか」の項は，上記のa と bを含んでいる.

なお，評議員，常務委員については，従来どお

り，すべて無償の奉仕活動に依存することにな

る.

(3) r特別号」については，本年度当初において刊

行の予定はない.
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化石通信
栃木県立博物館。

はじめに

栃木県立博物館は宇都宮市の中心街のやや西に位

置し，広さ約 10 ha の栃木県中央公園(博物館と同時

に開園)のー画を占めている.昭和52年 1 月に基本構
想が策定されて以来， 6 年近くの準備期間と総事業

費60億円あまりを費やして昭和57年10月に開館した.
自然系(動物，植物，地学)と人文系(古美術，歴史，
考古，民俗)の各分野を擁する総合博物館である.以
下，地学分野を中心に内容を紹介したい.

施設の概要

建物は地上 2 階，地下 1 階，延床面積11 ， 160m' 
で，耐久性と機能性を重視した比較的シンプルな構

造となっている.内訳は展示関係3 ， 188m'(28.6%) , 
収蔵関係3 ， 107m' (27.8%) ，学芸関係849m'(7.6%) ，

その他 (36 %)となっている.建物の外壁にはスペイ
ン産花コウ岩，床にはイタリア産石灰岩，エントラ

ンスホールの壁の一部にはポルトガル産大理石

(ローズオーロラ)が使われている他，地元産の大谷

石なども用いられている.

2 階には展示室・展示準備室とレストラン， 1 階

にはエントランスホール・講堂(約200名収容)・学習

室・情報センター・収蔵庫(人文系と生物乾燥資料)・

冷凍庫・写真室・図書室・顕微鏡室などと事務室・

研究室が，地階には地学収蔵庫 (246 m') ・岩石研磨

室・生物液浸収蔵庫・荷うけ室などと機械室がある.

組織の概要

職員数は定員内25名，嘱託29名(コンパニオン15名

を含む)，臨時補助員 4 名，栃木県文化振興事業団か

らの派遣職員 5名の計63名である.この他，警備，

清掃，機械設備の保守等は外部委託となっている.
組織は学芸部(自然課と人文課)と管理部(総務課と

普及資料課)に分かれ，学芸部のスタッフは定数内職

員15名，学芸嘱託員 7名，臨時補助員 2 名である.
地学の学芸員は 2 名である.

年間予算はしだいに減少傾向にあるが，人件費を
除いて 4 億円弱である.

。 Tochigi Prefectural Museum 
') Mutsuharu Aoshima 栃木県立博物館

青島睦治2)

展示の概要
展示はスロープ展示(250 m') ，総合展示 (1 ， 358

m') ，部門別展示(1， 310 m')，企画展示 (270 m')に分

かれている.展示室は 2 階にあり， 1 階のホールか

ら緩い傾斜のスロープを昇っていくことになる.こ

のスロープを利用して栃木県の自然を代表する日光

地方の生物相の垂直的な変化を展示している.ここ

には落葉広葉樹林，常緑針葉樹林ならびに高山帯の

ジオラマも設けられている.

総合展示は栃木県の歴史を時代を追って紹介する

もので，その導入部として太陽系の誕生・地球の歴

史の展示がある.ここでは栃木県産の代表的な岩

石・化石の展示ならびにへリオスタット装置による

太陽像の投影，スライドによる太陽系誕生の解説そ

して各地質時代の示準化石等の展示がある.化石関

係では，葛生の二畳紀の化石，中新世の員類やクジ

ラ，更新世のニッポンサイ(葛生産のレプリカ，復元

は長谷川善和氏による)などに加えてステゴサウル

ス(レプリカ)，魚竜 (Holzmaden 産)，ナウマン象

(レプリカ)などの大型資料もある.化石人類(頭部の

復元模型)の展示に続いて原始~古代~中世~近世

~近代~現代と栃木の歴史をたどっていく.
部門別展示は 7 部門毎にテーマを定めた展示を

行っている.地学部門は「栃木の地形・地質」と「い

ろいろな岩石」をテーマとしている.前者は塩原の

木の葉石と貝化石・那須火山・葛生の石灰岩と化石・
宇都宮付近の段丘・那須野が原の地下水というよう

に県内各地の地質の特徴をとりあげた展示である.

後者では岩石・鉱物の分類展示と偏光投影器による

岩石プレパラートの観察を行っている.また動・植

物部門は「栃木の動植物」および「いろいろな生物」

のテーマで展示を行っている.

企画展示は年 4 回(自然・人文 2 回ずつ)，ひとつ

の分野またはいくつかの分野の共同によって行われ

ており，学芸員にとって最も重要な仕事のひとつに

なっている.自然系の今までの企画展を紹介すると，

「脊椎動物の進化をさぐる J (地学・動物)， r ところ

変われば虫変わる J (動物)， r化石の世界J (地学) , 
「海辺の生物J (動物)， rキノコの世界J(植物)， r と

ちぎの高山植物J (植物)， r八溝の自然J (地学・動

物・植物)， r貝の世界J (動物)， r化石が語る大地の
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生いたちJ (地学)が開催されている.展示に関する

解説書(図録)の作成が恒例となっており，これらは

関係機関・関係者に贈呈されるとともに一部は販売

されている.残部のあるものもあるので興味をお持
ちの方はお問い合わせいただきたい.

企画展の他に一般公募による写真展「栃木の自然」

も毎年開催されている.その他の展示活動として，

県内の他の施設を会場にして一定期間展示を行う

「移動博物館J，さらに規模は小さくなるが学校を会

場にした「学校移動博」などの事業を行っている.

事業活動
展示以外の活動には次のようなものがある.

(1) 調査・研究

各学芸員の調査テーマに加えて，自然系全体の活

動として，県内の特定の地域を順次とりあげ 3~4

年がかりで基礎的な自然の調査を行っていく計画で

ある. 1982-1985年は県東部の八溝山地を，また

1986-88年は足尾地域をとりあげている.この調査

は本館職員のみでは手薄であるので，外部の研究者

の協力を伺いでいる.この場合，調査旅費の支給と

いう形であるのでささやかな補助にしかならないが，

栃木県内をフィールドにされる方で関心のお有りの

方はどうぞ連絡いただきたい.これらの調査結果は

企画展という形で一般にわかりやすいように公開す

る他，報告書も出すことにしている.本年度は八溝

調査の地学関係の報告書がまもなく印刷される予定

である.なお本館の出版物にはこの他，研究紀要(年

1 回)，収蔵目録(不定)などがある.新設の博物館で
あり文献類もまったく不足している現状なので他の

研究機関との出版物の交換を積極的に進める必要が

あり，この点皆様の御協力が得られれば幸いである.
(2) 資料収集

寄贈資料の受け入れや調査活動に伴う採集資料の

他，外部の専門家に収集を委託したり標本の購入を

行う場合がある.委託では圏内の第三紀や第四紀の

貝化石，有孔虫や珪藻などの微化石の収集を行った.

また開館準備時代に比べればかなり減少しているも

のの現在でも幾分資料購入のための予算を確保して

いるので，展示用の化石標本の購入も可能である.

購入資料のうち圏内では稀少と思われるものをいく

つか紹介すると ， Pterodactyl.附 (Solnhofen 産)，

Cliriastes (South Dakota 産)， Seirocrinus (Holzｭ

maden 産)， Brontotherium (頭骨， South Dakota 

産)， Allosaurus, DiloPhosau間，E:η'ops ， Dimetroｭ
don , Ornitholestes (し〉ずれもレプリカ)など，またか
なりまとまった資料としては Hunsrück 頁岩産の

ヒトデ，ウミユリ，三葉虫などのコレクションや

Ediacara Fauna の標本(レプリカ)などがある.た
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だ化石関係の展示スペースはあまり大きくないので，

これらの収蔵資料の大部分は企画展などの時を除い

て展示されていない.

(3) 普及活動

一般向けの普及教育活動として，講演会(企画展に

伴う場合が多い)，観察会，見学会，博物館講座，標

本同定会，映画会などを行っている.また調査活動
の成果をふまえた講演会(移動講座)を調査地の地元

の市町村で実施している.さらに外部の団体との共

催による事業もかなりある.学会関係では植物分類

学会などが過去に聞かれている.

化石関係の本年度の普及事業を紹介すると，塩原

および南那須町付近の第三紀層の化石の観察会，ま

た室内での微化石の摘出の実習を行い，小学生から

熟年まで広範な人の参加を得ている.県内の手近な

所になかなか適当な実習地がないのが悩みの種であ

る

おわりに

栃木県立博物館は開館以来四年半が経過し，入館

者も 62年 1 月現在で1 ， 067 ， 913名を数え，一応順調な

歩みをたどっているかに見える.しかし将来の見通

しとなるとかならずしも楽観的になれない面がある.

展示場としての博物館はともかく，研究機関として

の博物館への一般あるいは行政当局の認識はまだ浅

いと言わざるをえない.また社会教育や文化関係で

の予算の削減傾向がはっきり表れている今日，地方

博物館やそこに働く学芸員の置かれている状況はは

なはだ厳しいものがある.

ところで博物館の諸活動は多くの外部の方々の協

力によってなりたってきたし，今後の発展のために

もそれは不可欠であると思われる.古生物学会の会

員の皆様にも今まで資料の収集，借用，標本の同定，
講演会や見学会の講師等多方面にわたってお世話に

なってきた.地方博物館が単なる展示施設を越えて

地域の自然と文化の研究の拠点、として根を下してい

くためには，多くの方々によって支えられ，また多

くの人に自由に利用されうるような「聞かれた博物

館」でなくてはならないと思う次第である.

最後に，博物館の活動に御尽力頂いてきた多くの

方々に厚く御礼申し上げるとともに，今後の御協力

をお願いして小文を終らせていただ、く.

利用案内

開館時間

9 時30分から 17時まで

ただし入館は16時30分まで

休館日

月曜日，祝日の翌日，年末年始 (12月 28日から 1 月
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4 日まで) ， 臨時休館日

入館料

45 

場所

干320

栃木県宇都宮市l控IllJ2 -2 (栃木県中央公圏内)

Tel 0286-34-1311 
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|追悼| 模山次郎先生を悼む

昭和59年古生物学会年会 (於京都大学) に出席

された時の板山先生 (88オ 3 ヶ月 ) .

( itI!.辺展生氏tJiH~ )

日本古生物学会元会長 ・ 名誉会員横山次郎先生は，

1986年1 2月 5 日早朝， 京都市左京区田中春菜町の自
宅において逝去された . 少し前まで， 元気なお姿を
お見かけしていたので，周囲の者も全く予期しない

お別れとなってしまった. 享年90才. 葬儀 ・ 告別式
は京都市中京区西ノ京円町の長徳寺においてしめや

かに行われ，御親族をはじめ， 多くの知人 ・ 門下生

がお別れを告げた . 京都の冬としてはおだやかな天

候であった.

棋山先生は 1896年秋田市に生れ，その後主に東京

に住まれ， 1920年(大正 9 年)東京帝国大学理学部地

質学教室を卒業された . 大学院に進まれたが， 望ま

れて， 192 1年新しく設立された京都大学理学部地質

学鉱物学教室へ講師として移られた . 1923年に助教

授に昇任され， 1927年か ら約 2 年間イギリス(ケンブ

リッジ大学および大英自然史博物館) へ留学さ れた .

帰国後1930年に教授に進まれ， 翌1931年に理学博

士の学位を受け られた . 以後， 1959年停年退職の日

まで， 京都大学に在職されて， 多くの研究業績をあ

ザ
h
J
4

抱

偽内

板山先生のご筆跡

(京都大学受教簿より )

げられ，多数の門下生を世に送り出された.

また， 日本古生物学会 ・ 日本地質学会 ・ 日本貝類

学会の会長をつとめられ， 学会の発展のためにつく

された. さらに ， 石油地質学の分野でも長年にわたっ

て委員をつとめられ， 多くの貢献をされた.

退職後は名誉教授となられ， さらに ， 帝国石油株

式会社顧問，同志社大学講師， 帝塚山大学教授をつ

とめられ， 1979年以後は悠々自適の生活を送られな

がら ， なお研究に意欲を示されていた .

先生のご業績は論文103編， 著書16冊にあ ら われて

いる . この他にも，多 くの報告書， 記事があると思

jっ;f'Lる .

先生の最初の論文は 1 918年，東京大学在学中に，

地質学雑誌 (25巻)に掲載された も のである r神奈川

県下末吉の胡桃化石の産地」で，子供の頃から東京

に住まれて， あち こち化石採集をされていた経験か

ら引き続いたものであろう .

その後の古生物学についての論文 ・ 著書は研究対

象によって大きく次のように分けることができる .
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1.軟体動物(員類)

a. 古第三紀:樺太(サハリン)，常磐
b. 中新世:朝鮮半島明川，信州、!など
c. 鮮新世:掛川，信州、|など

d. 第四紀:関東地方，舞子(兵庫県)など

e. 進化・変異: Siphonalia, Umbonium , Glyｭ
の1明eris， Trigonia 

f. 横山又次郎博士記載の貝類化石の種名改訂
2. 晴乳類

a. 旧ゾウ: Paleoloxodon naumanni, Gom・

photherium annectens など

b. イルカ: Sinanodelphis izumidaensis 

3. その他

a. 有孔虫: LePidocyclina， 東海地方更新統，掛
)11 

b. サンゴ:相利共生単体サンゴ

このように多岐にわたるが，主な対象とされたの

は，軟体動物と晴乳類を含む脊椎動物であったろう.

そのことは著書，とくに古生物学のテキスト・ブッ

クの分担部分を見るとよく理解できる.

先生の古生物学における視点の一つは進化・系統

発生であった.主に掛川地方の材料を使って組立て

られた ， Siphonalia, Umboniumについての研究は，
現在でも活きていて，基本的には変えられていない.

1920~'40年代にこのような業績のあったことは驚

嘆に値する.その後も，多くの進化についての論説

を発表されている.

古生態学についての認識もすでに1930年に現われ

ている.我が国はもちろん，外国においても早い例

の一つであろう.先生の先見の明をうかがわせるこ

とである.

学名についても見識をもっておられ，その正しい

適用について，意見を述べておられる. 1958年，国

際動物命名法委員会に出席のため，ヨーロツパへ出

かけられたこともある.

古生物学と関連の深い層序学の分野での，先生の

貢献は大きい.掛川地方の新第三系・第四系の研究
は，日本はいうまでもなく，海外の学者にまで知ら

れた業績である.確かな野外調査，とくに凝灰岩の

追跡，化石を使った生層序の確立によって，みごと

な地質図がえがかれ，層序が確立されている.

京都大学へおいでになるきっかけは，創設にあた

られた中村新太郎教授が，横山先生の常磐地方の層

序のおしごとを見られてのことと伺ったが，なるほ
どと思わせることである.

この他，掛川地方の研究に基づいて，新第三系の

階名を提案された.その内のいくつかは，多少改訂

されて，現在も使用されている.

横山先生の教育は今から思えばユニークなもので
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あった.イギリスで身につけられた，よい意味での

個人主義に立脚されて，細かいことについてのご指

示・干渉は何もなかった.京都大学の自由な学風と

相まって，皆，自由に自分の思いのままに研究・勉

学をすることができた.このことは逆に，責任を各

自がもつことであり，それなりの自覚が要求される

わけである.私の学部 2 年間，大学院 5 年間はよく

学び，よく遊びであり，横山先生の下での勉学は大

そう楽しいものであった.そして当時の仲間たちは，

教育，実務など，それぞれの場で力を十分に発揮し

ているといえる.

横山先生はフィールドがお好きだった.毎年夏に

なると，あちこちへ出かけられ，ほとんど大学には

おいでにならなかった.かなり晩年でも，そのよう

であった.新潟・掛川など，先生お得意のフィール
ドを一緒に歩いて頂いて，今でも楽しい思い出に

なっている.

1959年の春だったと思うが，掛川地方地質図を地
質調査所から出版されることになって，不十分な地

域を再調査され，そのお手伝いをした.森島・森下・

坂本・石田などの顔ぶれが一緒であった.倉真の奥
の温泉宿に泊ったのはよいが，宿賃が予定より大分

高いことがわかり，ほうほうのでいで逃げ出した.

相談の結果，掛川の宿屋に交渉して安くしてもらっ

て泊ることになった.ところがその宿が棋山先生の

定宿であり，先生は一番うしろから，皆にかくれる

ようにして，ついておいでになった.何とも複雑な

表情をされたことを今でも覚えている.

日常のことはとにかくユニークであった.落語を
愛され，スケートは審判員をつとめられた.晩年に

も，よくリンクへお出かけになっていたということ

である.食べる物にも興味がおありで，左右両万遣
いであった.ウイスキーをよく百し上る一方，朝起

きた時の鰻頭が楽しみとおっしゃっていた.

先生は東京の方であり，奥様は京都のお生れで，

私のところは「東男に京女」だと，ご自慢なさって

いた.日常にはベレー帽，フィールドではハンチン

グを愛用され，パイプをくわえて，なかなかのダン
ディであった.話題は豊富，話術もすばらしかった.
昨年10月，大阪で行われた第四紀の国際ワーク

ショップで，すすめられて掛川の第四紀の層序の話

をした.また，言卜報を聞いた時には，日本海の生成
問題に関して，先生の朝鮮半島の中新世化石の論文
に目を通していた.不思議な縁であり，先生のお仕

事が現在にまで活きていることをしみじみ感じた.

古生物学・地質学の分野で大きい貢献をされた先

生に対レむから敬意を表し，感謝しつつ，「安らかに

おやすみ下さい」とご冥福をお祈りする次第である.

(糸魚川淳二)
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第 13 期初めての勧告・要望出る
昭和61年11 月 日本学術会議広報委員会

日本学術会議は，去る 10月 22 日から 24 日まで第101回総会(第13期の 4 回目の総会)を開催しました。

今回の「日本学術会議だより」では，今総会で採択され，政府に勧告した「同友代用臓器開発研究センター(似

称、)の設立について」及ぴ要望した「我が固における学術研究の推進について一大学院の充実等を中心として←」を

中心として，同総会の議事内容をお知らせします。

また，来年 1 月に開催を予定している本会議主催の公開講演会等についてお知らせします。

直亙亙]
総会はその初日に，会長からの絞過報告，各委員会報作に続

き，規lllJ などの改正.勧告・要望の提案がなされ，午後の各部

会での審議の上. 2 H 日午前中にこれらの採決が行われた。な
お.前日. 21 日午前に全員がIB附する連合i開会が開催され，こ
れらの案件の予備的な説明・質疑が行われた。 3 H tf は!l'fÌÍl 中，
常罰委員会，午後は特別委員会が開催された。

総会の冒頭に先に逝去された，第 3 部会H高官背氏(部
長)を追惇した後，新たに任命された野口 付i会員が車li介され
た。また，チェルノプイリの原子力発電所事故について，原子
力工学研究連絡:愛H会委員長から 8 回の会合における検討に基

づく.この研速の見解「原子JJの平和利用と安全性」が委員長
の間際原子力機関での事故調資検討状況と共に報併された。
総会で決定された事項は，すべて「日本学術会議月報J 11 月

号に詳しく掲載されるので，主要な項目の説明にとどめる。ま
ず，第 l 常置委員会で鋭意検討されてきた，会UIJの改正.規則
及ぴ内規等が次のように採択された。会日IJの改正は r衛生学
研連」から「環境保健学研逮」への名称変更である。規IlIJの改
正は，昭和63年度の第14期会員推薦手続きの手f{:( しであって，
その第 1 は，学術研究間体(学・協会)の設録に際l.-.従来の
方式に加えて会員名簿などの添付を要請すること.会H推薦の
場となる「推薦研連」に笠録する学・協会を健保する方・策など
である。第 2 は.この愛録された学・協会が会員候補者を届け
出る際の記載事項を追加して，推薦人の判断資料を充実させる
ことである。段f査に推薦研迫が熱工学研速から機械工学研逮へ.
衛生学研進から環境保健学研連へと変更された。
内規の改正は，日本学術会議の活動の周知と学・協会との連

絡・協力を維持・強化するために r連絡学・協会」の名の下
に多くの学・協会との緊密な連絡を保ってきたが，今回，これ
を「広報協力学術間体」と改称、l.-.別項のようにさらに広い範
聞の学・協会と連携を凶るようにしたものである。

特別委員会のうち，国際協力事業特委は任務を終了したので，
それに代わり，人材養成などを含めて総合的・学際的・広域的
な地成の研究機関のあり厄を検討するために r地域の研究推
進特委」が設置され，直ちに委員を選出して活動を開始した。
本総会では，第 7 部提案の「岡)l代用臓器開発研究センター
(仮称)の設立について(勧告) J. 第 4 常置提案の「我が閏にお
ける学術研究の錐進について一大学院の充実等を中心としてー

(要望)J が採択され，直ちに内問総理大臣始め関係諸機関等に
送付した。これらの詳細は別項及ぴ月報所載のとおりである。

第 2 日日午後 r向度情報社会の展望と課題J について自由

討議を行った。

我が固における学術研究の推進について
一大学院の充実等を中心として (要望)

次の代を担う若い人逮をどうしたら立派に育成することがで
きるかという問題は.その閣の将来を決める上で重要である。

H 本学術会議においても第13期活動計闘の中にこの種の問題の
重要性をうたっているが，これからは経済的のみならず学術的

にも大きく世界に貿献する立場に置かれているだけに，独創的

な若い人達を育成する必要が一段と強まっている。

学術研究推進のための一つの大きな柱として若い研究者の育
成，特に大学院の充実等を中心としてまとめる際，むずかしい

基本的な問題点は.学問分野によって事情が著しく異なるが，
今回の「要望」はおおむね各分野に共通する問題であり緊急性
の高いものにしぼってまとめた。その中では学問の急速な進歩
に対!必 L得るよう，長期的展望にたって大学院(必要な人員，
設備，建物面積や経常費等)を抜本的に強化充実を図る必要性

を強調l.-.さらに大学院における人材養成について基本的問題
を踏まえて，大学が大学院の内務を自主的に検討し，改善すべ
き点は積振的かつ的確に実現していくことが必要である。
一方研究者の層をもっと厚くし，研究基盤を強化し，特に基

礎的科学の分野の充実を腿lることが急務である。研究者の交流
その他，種キの問題があるが，一つの新しい建設的提言として
地域的研究機構の設立がある。研'先機器が年身性能が向上する
と共にその価格がi窃くなる情勢下において.効率よく使う fJ:組
みが要求されている今日.日帰りで使える地理的範囲に先端的

機器を配置すると共に.その場を.その地域に特世史的なしかも
世界的レベルの独創的研究を育成する場とし.研究者の日常的
交流，協力を.園内，同外，産官学の広い範聞にわたって閃ろ
うとするものである。その他年キ加速度的に盛んになる悶際交

流についても，特に若い研究者連がH常的に国際的競争の場の
中で育成される条件を整えることが重要である。
この要望は大学院の充実という，考えようによっては当然の

事柄が，現在あまりにも不十分である現実を前にして.国に対
して，また大学自身に対して出されたものである。
詳細は. H 本学術会議月報II月号を参照されたい。

広報協力学術団体の申込について

本会議では，第101回総会で内規の一部改正が行われ，従来
の「連絡学・協会」は，名称、を「広報協力学術間体」と改め，
資格要件也大幅に緩和されました。「広報協力学術団体J とは
本会議活動の周知を凶るとともに，各分野の学術研究団体との
緊密な連絡・協力関係を維持l.-.強化するため広報活動に協力
してもらうために指定する団体です。詳細は事務局にお問い合

わせください。

なお，登録学術研究閃体，従来からの連絡学・協会は自動的
に指定されたものとみなします。
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21世紀の学術とその動向調査

公開講演会 í21世紀の学術」

本会議は，学術の成果を国民に還元するという 11 本学術

会議法の趣旨に沿うための活動の一環として， 9 月 27R ，

本会議講堂におし、て，公開講演会 f21世紀の学術」を開催

した。

ニれは，第13期日本学術会議主催の初めての公開講演会

であったが，各界各層及び・般市民から350人以上が聴講

し，成功裡のうちに終了した.

講演は， 3 人の演者・の講演とそれに関連する質疑応答が

行われた。

まず最初に，近藤次郎日本学術会議会長が「これからの

科学の望ましいあり方J について， 1855年王立研究所の7

7 ラデーの講演を示しながら.学術会議の講演会の意義を

述べるとともに， 21世紀の中期に焦点をあてて明日音の予測

として，人口増加， CO2 の増加，森林喪失，砂漠化，核戦

争の影特，核の冬の問題等について，スライドを交えなが
ら意見を述べられた。そして，最後に科学技術の進歩が新

たな職業を労働者に提供するとともに，多くの失敗も相次

いで起こっており.そこで科学を望ましい方向に向けるこ

との重要性を力説した。

次に，本明寛日本学術会議第 1 部長(早稲聞大学教綬)

が「創造性質かな人材の育成」について，若者の創造性を
いかにして養成するかは.指導する側の態度・助言及ぴ自
己主張を表現できるムード・環境作りが重要であるととも
に，若者の個性を伸ばすためには「見る・聴く」の教育か

ら「聴く・話させる」の教育へ移行させる必要性が述べら
れ， 21世紀に向けて，今.若者をいかにして「教える」か
ではなし「育てる J かが重大でーあると力説した。
最後に，西川哲治日本学術会議第 4 部会員(高エネルギ

一物理学研究所長)が「学術研究における国際性」につい

て，演者の専門分野である物理学特に原子核物理学の分野

を中心に演者の体験を踏まえて，高エネルギ一物理学のみ

ならず基礎科学の研究には国際協力が不可欠であり，固と

固とが独自の個体となって対等にぶつかり合うことが重要

であると述べられた。そして，現在，日本では言葉のカベ

が問題であるが，来訪者に対して特別扱いせず.発展途上

国からの研究者に対しても温かく見守るだけでなく，自分

でやれるように仕向けることが必要であると力説した。

(なお.この講演会の講演内容は. 日学双書第 2 刊として，

例日本学術協力財団から出版されます。 1 月末日発行予定)

このような日本学術会議主催の公開講演会は，今後各年

度 2 - 3 固を目標に開催していくこととしております。

地域の研究推進特別委員会

日本学術会識は，昨年10月の第101回総会において， f臨

時(特別)委員会の設置について(申し合せ)J の一部を改

正し，新たに「地減の研究推進特別委員会」を設置するこ

ととした.

昭和62年 2 月 日本学術会議広報委員会

[目的]
基礎的研究を十分に発展させるためには，研究基盤が広

〈盤備され，各地で特色をもった研究が行われて，研究者

の交流.人事の流動なども活発に行われることが必要であ

る.

地域における学術の振興のための学術体制については.
その必要竹Jニ応じていろいろな方策が考えられているが.

吋国.地域に個々の大学.研究機関及び産業界の研究者等

に広〈開かれた共同利則の総合的.学際的研究機関を設置

するのが較も実際的て二かつ有効なり策てあろうと忽われ

る。このような研究機関は，地域の iilド先に I叫する 11' 相互(的機

能も来たすべきである。

学術研究動向に関するアンケート調査

についてのお願い

日本学術会議第 3 常罰委員会では，第13期における活動

の一環として学術研究動向の現状分析とその展望を行、、.

今後の学術研究の発展に寄与するために「学術研究動向に

関する白書(仮称)J の作成を主要日標としています。

この白書作成については，第99回総会(昭和160年 10 月)

で決定した第13期活動計画において「学術研究の動向につ

いて総合的分析を加L その長期的な研究計画を総合的レ

ビューのためのいわゆる『学術白書』の作成の可能性を検

討する」と述べられており， ì.大の第100回総会(昭和61年 4

月)において.この白書を作成することが了解されました.

これらの総会の決定に基づき，白書の具体的内容，作成手

続等について検討を重ねてきた第 3 常置委員会では，白書
作成のための資料を得る目的で，本会議の全会員・研究連

絡委員会委員および学術研究団体等に対する学術研究動向

に関するアンケート調盗を実施することにしました。

今回作成予定の白書は，人文・社会及ぴ自然科学の全学

問分野の現状分析と動向の的確な把握，問題点の解明等を

行うことを目指していますが，これらのことを適切に行う
ためには，全会員の英知の結集等が不可欠なことは言うま

でもありませんが，更にそれに加えて，現に日本学術会議

の存在の基盤を成している全学問領域にわたる約830の学

術研究団体及ぴ各専門の学問領域や研究課題ごとに設置さ

れた 180の研究連絡委員会(委員数2370人)の御協力，御支

援が是非とも必要であると考えております。

以上のことを踏まえて，アンケート調査の具体的な手順

としては.現在，全会員・研究連絡委員会委員にアンケー

ト調査票を発送済みであり，昭和62年 2 月 28 日を締切期日

として回答願うこととしております。
白書の内容は.各団体等の研究計画等を考える上で種々

活用していただけることと思いますので，アンケート調査

票がお手許に届きました学術研究団体等におかれましては.

年度末の御多用の折，御面倒をおかけしますが，御協力の

ほどよろしくお願いいたします。
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古生物百科事典
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監訳

B5 判 260頁図版260

定価 12000円

英国のすぐれた古生物学者R.スチール博士とA. P. ハーベイ博
士の編集のもとに，第一線の研究者23名が共同執筆し，英国ミッ
チェル・ビーズレイ社から出版された“ The Encyclopaedia of 
Prehistoric Life "の日本語版である。内容は古生物学全般にわ
たり，専門研究者が利用できる高いレベルを保ちながらも，化石
などに関心をもっ多くの人々が楽しみながら興味深〈読めるよう
に配慮された百科事典となっている。この事典によって，過去の
生物へのっきぬ魅力に惹かれ，地球と生物の現在および未来につ
いて多くの示唆が得られるであろう。

日本化石図譜植物化石図譜
鹿問時夫著 定価 14000円

新しい図版を多数用いて日本における化石を網羅
した。化石図識の決定版。
[内容]化石，東恒における化石の時代分.{ji. 化
石の時代分布表，東 E庄の地質系統若t，化石l刈版お

よび同説明，化石の形態に|立]する術活。

じ石図
森下昌編 定価 7800円

日本の示準化石を紹介し.その産地や特徴などを
解説。小・中・ 23i校の教附J. 学生をはじめ. 般
の愛好家に好適の化石国"哲。[内千五]化石につい
て，化石図版および説明. 日本の付{iV 化石.化石
産地.化石関係博物館および研'先機|見I .覧表など

大形有子L 虫
半沢正四郎著 定価 14000円

大 Jfバf孔虫は原生動物すなわち斗z細胞動物である
が. .t也1'('γ:上鋭めて重要なもので，化石として多
産する。地層の川代決定. IMlllíiの迫ボ1~ーには良好な
桁示をりえるもので‘キL A は大形イi孔虫の 1'1然分
類およびその正伺ι:1首位"1:(ドJ 分.{ji を IIJJ らかにした

化石鑑定のガイド

大型化石研究マニュアル
小両氏夫制 定価 2800円

遠藤隆次箸 定価 15000円

先カンブリア紀から iJWt世までの各地質時代に生
育した I途上・海生 l山ifIl[物化石について，その何 1瓜
.分布i ・古地理・古気候..ì1主化の動 lílJ などを図版
多数を用いて詳述した。わが国で始めての刷物化
石図譜。始凶干の「日本化石図説」の姉妹編。

古脊椎動物図鑑
鹿問時夫著・薮内正幸画 定価 8800円

多くの関心と興味を集めている地質時代の古生物
337怖を，さまざまな文献・資料から厳密に復元。

正係車内微な Ix] にi!&!ìすな解説を付L...高度な学予防空?
としても.楽しい図鑑としても役立つよう編集。図
は動物制官Ilhjの厳内正幸による。著者永年の労作

新版古生物学全4巻
[ 1 巻] 浅野 w縦 定価 12000円

総"仏原生動物.海綿動物，古杯動物.腔腸
動物.嬬形動物，軟体動物。

【 II巻】松本達郎編 定価 12000円
軟体動物(つづき)，環形動物，節足動物.こ
けむし動物.腕足動物。

[ III巻] 鹿問時夫編 定価 12000円
線 J主動物. fr，;: 'k !fi}j物， コノドント類.脊推動
物慨此.魚類. v明主動物.所属不 1111 。

【 N 巻】 藤岡一・男制 定価 10000円
ciM物慨，;見~:;品類，鮮者十11(物. ンダ納物，裸
f十Ili物.彼Htl'i.物. 11包子・花粉。

自朝倉書店諒2555柄数JJ11思儒35311
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株式会社

テラノ。ス
電話03・320・1505・郵便番号151

東京都渋谷区代々木1丁目32-11 第3宝山ピル4F

卸醤逗酔自堕嵯凪

.Anlelope(Palaeom附cidaelTeelh 第三紀-Miocene(Barslovian)
!Sharklooyh Hil , kern Co. California ， アメ リ カ/力、もし
かの歯の化石

・8ear(Arclodusl Molar 第四紀一Ple i sloce ne!Sanla Fe River, 
Florid a ， アメ リ力/熊の臼歯の化石
• Coprolile(Crocodilian?l第三紀-Eocen e(green river fm.)! 
Kemmerer, Wyoming，アメリカ/糞の化石
. Dinosaur foolprint ジュラ*è!Conne ticu t valley, New Jerey, 
アメ リ カ/恐竜の足跡の化石
.Dinosaur(Triceratopsl Femur bone 白亜紀-He ll Creek fm./Soｭ
uth Da kota ， アメ リ カ /恐竜の骨の化石
・日ugone(Metaxatheriuml jaw 第三紀-Miocene(Bon e Valley 
fm.)!Phosphate Mine, Polk Co. F lorida，アメ リカ/ジュ
ゴンの下顎
・ Ichthyosaur breviceps ジュ ラ 車己ーLi as!Do rse t ， イ ギリ ス/
イクチオサウルスの頭

.Wooly Mammoths?Tusk 第四紀干l eistocene!St. Lawrence 
Island, Alaska，アメリ力/マ ンモスのき ば

山手線代4木駅・代々木ゼミ ナール側改札口 を出て、
自の前、ホ牛井の吉野家"のピル4階

別刷についてのお知らせ

化石編集部では，著者が投稿のさいに投稿原稿整理カードに記入された別刷希望部数を印刷会社へ申し送

り，印刷会社から直接著者へ別刷が送られるような仕組みにしております.したがって，別刷の仕上がりや
別刷代金の請求に関しては，編集部としては関与しておりません.これらの点でご不審の点が生じた場合に
は下記に直接ご連絡ください .

なお， 別刷代金は次の式で算定されます (表紙を含む ) : 

(p x 9 + 50) X !N X 10 

干 983 仙台市宮千代一丁目 23 ー l

p : 本文の頁数

N : 別刷の部数

東光印刷株式会社 (Te! 022 -231 一0894)



“化石"パックナンバーの在庫

(価絡は送料込み)

(13 号〕マラヤ・タイ国産古植物化石，古生物分類の理論と方法，その他・・……-…・・………………・ (500 円)
( 16 号〕タ.ニアン問題，鮮新統・漸新統論考， その他 …・・・・.. .. ..・ H ・. . ..・ H・-… …...・ H ・..…...・ H ・......・ H ・.. (500 円)

(17 号〕シンポジウム “日本新生代貝類化石群の時空分布(そのー)"，その他・…・...・H ・……・…...・H ・... (600 円)

(18 号〕シンポジウム“日本新生代貝類化石群の時空分布(その二)"， その他 ……………………………… (600 円)
(21 号〕シンポジウム“化石硬組織内の同位体"，その他………………・………・…...・H ・ ..………・……・ (800 円)
(22 号〕特集“中国地方新生界と古生物" …...・H・....…・・・・・・・・・ ・ ・・・..... .……・・…… ・ ・…...・ H ・........ (800 円)

(23 ・ 24 号〕特集“化石硬組織内の向性体(第 3 回シンポジウム)ヘその他 ………... ・ H ・.....・ H ・..……・・ (1600 円)

(25 ・ 26 号〕シンポジウム“古植物の分布とその問題点"，その他…………………………………………ー ( 1600 円)
(27 号〕深海底堆積物中の炭酸塩溶解量の測定，その他 …・…....・ H ・ ....・ H ・ .. . ・ H ・ H ・ H ・...・ H ・ H ・ H・-………・・ ( 1700 円)

(28 号〕太平洋側と日本海側の新第三系の対比と編年に関する諸問題，その他...・H ・ …・・……・……-・ (1900 円)

(3 1 号〕 本邦白亜系における海成 ・非海成層の対比， カキの古生態学 (1) …・・… ...・ H・-……… ……・・・ ( 1500 円)
(32 号〕四万十帯のイノセラムスとアンモナイト ， カキの古生態学 (2) …... ・ H ・-…………...・H ・ ..………… (1500 円)

(33 号〕ジャワの貝化石， 三畳紀 Monotis， その他 ...一一…・・…・... ・ H ・...…・…・…・・…-・・……・…・・・ (1500 円)

(34号〕進化古生物学の諸問題，その1也...・ H ・.. .. ...・ H ・ -…………. .. .・ H ・.....……..……・…...・H ・..…. . ..・-…・(1 500 円)

(35号〕後期三畳紀二枚貝 Monotis の古生物学的意義その他…… …-…… ・…・……・……・…・・…・…・ (1500 円)
(36号〕中山層貝化石，放詩文虫チャー卜の起源，呉常巻アンモナイト.その他……………………一 -…… (1 500 円 )
(37号〕創立 50 周年記念号.付 :会員名簿………...・…………... ……・……・ ... …・・…一...・ H・…… (2000 円 )

(38号〕北海道小平地域北東部よ昔日白亜系の化石層序学的研究，その他...・H・..…..，・ H ・..…・…...・ H ・.....・ H ・. (1500 円)

(40号〕 ジュラ紀・白亜紀境界付近における放散虫化石群の変{じ その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (1500 円)
〔増刊号〕コ ロキアム :化石硬組織内の内位体……・…・……・…H ・ H ・ . .. .・ H ・ ... ..…H ・ H ・-…H ・ H ・ ... ・ H ・.. .・ H ・-…・・ (1000 円 )

(41号〕西南日本白亜系の古地理と古環境，その他…・・・・-….....・H ・....・ H ・....………...・ H ・-・……...・ H ・...…(1500 円)

29 , 30 , 39号の残部はありません.
ノ T ックナンパーを御希望の方は，代金を払い込みの上， お申込み下さい.

大学研究機関等で購入の際は，見積請求書等必要書類をお送りしますので御請求下さ い.
申込みと送金先:

干 980 仙台市荒巻字青葉 東北大学理学部地質学古生物学教室内
化石編 集部 (振替口座仙台 1 -17141) 

または日本学会事務センター内日本古生物学会

A J. 1. 1. J. J. j_._J.__J.__J.__l~ ___，L_~且J. J. j_ J. J. J. J.晶， , ，轟轟轟轟 1 J. 1 J. 
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